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広相おおず 2∞52月号

職務執行者あいさつ

手ロ聖子大職務執行者大洲市長

1
月
什
目
、
本
庁
と

3
支
所
が
開
庁
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

「
き
ら
め
き
創
造
大
洲
市

1
み

と

め

あ

い

さ

さ

え

あ

う

肱
川
流
域
都
市

1
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ズ
の
も
と
に

新
た
な
る
大
洲
市
が
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

2一一一一

平
成
汀
年

1
月
日
日
、

ー
し
ふ
ま

lνι~。

新
「
大
洲
市
」
は
、
肱
川
流
域
の
大
洲
市
、
長
浜
町
、
肱
川
町
、
河
辺
村
の

4
市

町
村
が
一
体
と
な
り
、
人
口
は

5
万
2
千
人
、
面
積
は

4
3
2
平
、
万
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

人
口
規
模
は
県
下
で

7
番
目
の
合
併
都
市
と
し
て
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
肱
川
流
域

の
市
町
村
は
大
川
藩
ゆ
か
り
の
土
地
と
し
て
、
え
化
や
経
洗
面
で
深
い
か
か
わ
り
あ

い
を
保
ち
な
が
ら
繁
、
栄
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平
点
の
え
合
併
と
い
う
え
さ

な
流
れ
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
が
一
つ
と
な
り
、
同
じ
道
を
歩
み
だ
す
こ
と
は
歴

史
的
に
も
大
さ
な
意
義
が
あ
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
新
時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新
市
発
足
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係

各
位
に
対
し
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
温
か
い
ご
理
解
を
た
ま
わ
り
ま
し

た
住
氏
の
皆
様
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
・
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
新
市
は
、
「
き

ら
め
き
創
造
大
洲
市
j
み
と
め
あ
い
さ
さ
え
あ
う
肱
川
流
域
都
市

1
」

の
実

現
と
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
組
織
を
、
今
ま
で
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
新

し
い
発
想
を
生
か
し
て
、
さ
ら
な
る
飛
躍
と
発
展
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今

後
は
、
大
洲
市
役
所
の
本
庁
を
中
心
に
支
持
川
を
は
じ
め
と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
が

連
携
を
図
り
、
地
域
の
個
性
や
え
化
を
え
初
に
し
な
が
ら
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

住
民
福
祉
の
増
、
進
に
務
め
て
、
豊
か
な
「
自
然
」
と

「人
」
を
い
か
し
た
南
予
の
中

核
都
市
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
共
通
の
課
題
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
少
子
高
齢
化
、
財
政
問
題
、

治
水
対
策
な
ど
の
問
題
に
積
極
的
に
、
立
ち
向
か
い
、
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
い
か
な

け
れ
、
ば
な
り
ま
せ
ん
。
次
の
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
、
こ
の
地
に
生
ま
れ
育
っ
た

こ
と
を
誇
り
に
忠
え
る
よ
う
な
グ
ま
ち
ず
つ
く
り
μ

が
我
ケ
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。

担
世
紀
に
潤
い
の
あ
る
、
新
「
大
洲
市
」
の
飛
躍
の
た
め
に
も
、
皆
様
、
万
の
さ
ら
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

住
民
の
皆
様
の
厚
い
期
待
の
も
と
に

「大
洲
市
」

が
誕
生



広幅おおぜ 2∞52月号

市職員人事異動

新大洲市職員

人
O
印
は
昇
任
、

本
庁
関
係

人事異動の基本方針

l 新大洲市の市制施行にあたり、新市の事務組織及び機構に
ついては「新しい時代にふさわしい、魅力的なまちづく り」
を目標とする新市建設計画の具現化と推進に向けて、合併協
議会で確認されているつぎの整備基本方針及び個別整備方針
に基づくものとする。

(整備基本方針)
①住民が利用しやすく、わかりやすい組織機構とする。
②住民の声を適正に反映することができる組織機構とする。
③従来の住民サービスが低下しないよう配慮、した組織機構と

する。
④簡素で効率的な組織機構とする。
⑤地方分権や新たな行政課題に迅速かつ的確に対応できる組

織機構とする。
(個別整備方針)
①本庁は、新市全体の事務を総合的に管理執行できる機関と

し、現大洲市の部課制を基本に、必要最小限の部課を設置
する。

②支所は、本庁において処理する事務を除き、その区域内の
住民サービスが適切に提供できる総合的な出先機関とし、
課を設置して相当数の職員を配置する。

2 上記の整備基本方針に加え、新市における事務事業の円滑
な運営を図るため、各町村から一定人数の職員を本庁へ異動
すると共に、旧大洲市の職員の異動については必要最小限に
留める。

3 行政規模の拡大と事務事業の増大を勘案して、職員数の重
点配置を進める。

4 新市発足に伴い、新たな住民ニーズや情勢変化に対応した
行政施策の展開や、新たなまちづくり活動に関する知識を備
える職員を養成するため、引き続き 「財団法人 えひめ地域
政策研究センターjへ職員 l人を派遣する。

5 機構等について
い) 昨今の多発する災害に対応した危機管理体制の強化を図

るため助役直属の機関として 「危機管理室jを設置する。
(2) 組織の拡大に伴い、円滑な事務事業の推進を図るため 「総

務商工部Jを 「総務部jと「企函財政部jに分割し、 4部
制とする。

(3) 新市建設計画の具現化に向けて総合計画の策定や電算シ
ステムの拡充・広域化に対応するため、「企画情報課」を 「企
画調整課Jと 「電算課jの2課体制にする。

(4) 市域の拡大に伴い、均衡ある都市基盤、生活基盤の整備
並びに地域産業の発展を促進するため、 「建設課jを「建設
第 1課j と 「建設第2課」に、また「農林課Jを 「農林水
産課Jと「土地改良課Jのそれぞれ2課体制にする。

(5) 地域の重点課題に対応するために長浜支所に I治水課 ・
長浜分室Jr水道課・長浜分室jを、肱川支所に「ダム対策課J
を設置する。

(6) 事務量の増大と共に複雑化、多様化する行政需要に対処
するため、各部に「副部長jを配置する。

(7) 各支所には、本庁の部に対応した課を設置し、支所長が
総括する。

日付で異動1月 11 )
は
旧
任
で
す
。

{
部
長
級
}

V
総
務
部
長
富
永
俊
平
(
総
務
商

工
部
部
長
)
V
企
画
財
政

部

長

小

島
健
市
(
市
町
村
合
併
推
進
室
部
長

待
遇
兼
市
町
村
合
併
担
当
)

V
市
民

福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
西
野

茂

一
郎
(
福
祉
保
健
部
長
兼
福
祉
事

務
所
長
)

{
副
部
長
級
}

V
副
部
長
待
遇
兼
危
機
管
理
室
長

白
石
隆
害
時
(
福
祉
保
健
部
副
部
長
兼

市
民
課
長
)
V
総
務
部
副
部
長
兼
総

務
課
長
上
村
孝
贋
(
総
務
商
工
部

副
部
長
兼
総
務
課
長
)
V
企
画
財
政

部
副
部
長
兼
商
工
観
光
課
長

O
尾

崎
公
男
(
商
工
観
光
課
課
長
)
V
市

民
福
祉
部
副
部
長
兼
保
険
環
境
課
長

一
兼
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長

O
山
田

一

一
昭
(
保
険
環
境
課
長
)

V
建
設
農
林

-
部
副
部
長
兼
建
設
第
1
課
長

O
城

戸
良
一
(
都
市
整
備
課
長
)

V
建
設

農
林
部
副
部
長
兼
農
林
水
産
課
長

O

松
岡
良
明
(
農
林
課
長
)

{
課
長
級
}

-
V
人
事
秘
書
課
長
神
元
崇
(
企
画

情
報
課
長
)
V
企
画
調
整
課
長
山

田
隆
司
(
市
町
村
合
併
推
進
室
長
)

V
企
画
調
整
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼

地
域
政
策
第
1
係
長

岡
村
清
利
(
肱

川
町
総
務
課
長
)
V
電

算

課

長

畦

崎
和
男
(
肱
川
町
総
務
課
付
課
長
)

V
市
民
課
長
垣
見
正
志
(
長
浜
町

住
民
福
祉
課
長
)
V
建
設
第
2
課
長

O
西
岡
道
泰
(
建
設
課
主
幹
兼
課
長
補

佐
兼
高
速
道
整
備
推
進
担
当
)

V
都
市

整

備

課

長

矢
畑
満
芳

(建
設
課
長
)

V
治
水
課
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
ダ
ム

一
対
策
係
長
藤
高
茂
治
(
肱
川
町
建

設
課
長
)
V
土
地
改
良
課

長

宇

都

宮
芳
文
(
長
浜
町
経
済
課
長
兼
農
業

一
委
員
会
事
務
局
長
)
V
教
委

・
教
育

総
務
課
長

二
宮
貞
幸

(
教
委
・
総

務
課
長
)

V
議
会
事
務
局
次
長

酋

山
隆
夫
(
市
長
公
室
長
)

{
課
長
補
佐
級
}

V
危

機

管

理

室

次

長

水

関

裕

二

(
教
委
・
総
務
課
課
長
補
佐
)

V
人

事
秘
書
課
課
長
補
佐
兼
秘
書
係
長

徳
永
善
彦
(
市
長
公
室
次
長
兼
秘
書

係
長
)

V
人
事
秘
書
課
課
長
補
佐
兼

職
員
第
1
係
長
武
知
省
吾
(
市
長

公
室
次
長
兼
職
員
第
1
係
長
)

V
総

務
課
課
長
補
佐
篠
原
雅
人
(
総
務

課
課
長
補
佐
兼
行
政
係
長
)
V
監
理

課
課
長
補
佐

青
木
優
幸
(
課
長
補

佐
兼
契
約
係
長
)

V
企
画
調
整
課
課

長
補
佐
兼
男
女
共
同
参
画
係
長
赤

坂
知
之

(
企
画
情
報
課
課
長
補
佐
兼

国
際
交
流
係
長
兼
男
女
共
同
参
画
係

長
)
V
企
画
調
整
課
課
長
補
佐
兼
地

域
政
策
第

2
係

長

富

永

重

則

(河

辺
村
総
務
課
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長
)

V
電
算
課
課
長
補
佐
兼
情
報
統
計
係

一
長

平
田
隆
志
(
企
画
情
報
課
課
長

補
佐
)
V
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
兼

ま
ち
づ
く
り
対
策
係
長
栗
田
浩
治

(
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
兼
ま
ち
づ
く

り
対
策
第
1
係
長
)
V
保
険
環
境
課

課
長
補
佐
兼
国
保
第
1
係
長

山
岡

稔
(
保
険
環
境
課
課
長
補
佐
兼
国
保

係
長
)

V
社
会
福
祉
課
課
長
補
佐
兼

地
域
福
祉
係
長
林
田
稔
徳
(
社
会

福
祉
課
課
長
補
佐
兼
同
和
対
策
室
長
)

V
環
境
セ
ン
タ
ー
次
長
兼
管
理
係
長

兼
業
務
係
長
梅
原
行
雄
(
環
境
セ

ン
タ
ー
派
遣
)
V
建
設
第
1
諜
主
任

専
門
員
兼
工
務
第
1
係

長

谷

川

剛

(
建
設
課
主
任
専
門
員
兼
工
務
第
3
係

長
)
V
建
設
第
l
課

課

長

補

佐

高

田
栄
治
(
肱
川
町
総
務
課
課
付
課
長

補
佐
)
V
建
設
第
1
課
課
長
補
佐
兼

管
理
係

長

森

野

啓

二
(
建
設
課
課

長
補
佐
)
V
建
設
第
2
課
課
長
補
佐

ψ

兼
維
持
第
1
係
長

O
有
友
貞
夫
(
建

一
設
課
主
任
専
門
員
兼
維
持
第
1
係
長
)

V
建
設
第
2
課
課
長
補
佐
兼
管
理
第

1
係
長

O
毛
利
裕
司
(
建
設
課
主

任
専
門
員
兼
管
理
第
1
係
長
)
V
建

設
第
2
課
主
任
専
門
員
兼
工
務
第
1
係

長

村

上

芳
邦
(
建
設
課
主
任
専
門
員

兼
工
務
第
l
係
長
)
V
建
設
第
2
課
主

任
専
門
員
兼
工
務
第
2
係

長

白

石

良
一
(
建
設
課
主
任
専
門
員
兼
工
務

第
2
係
長
)

V
都
市
整
備
課
課
長
補

佐
兼
管
理
第
l
係
長
武
田
康
秀
(
商

工
観
光
課
課
長
補
佐
兼
ま
ち
づ
く
り

対
策
第
2
係
長
)
V
都
市
整
備
諜
課

長
補
佐
兼
都
市
計
画
第
1
係

長

浪

本
忠
則
(
長
浜
町
治
水
課
課
長
補
佐
)

-
V
水
道
課
課
長
補
佐
富
士
輝
明
(
治

水
課
課
長
補
佐
)
V
下
水
道
課
課
長

補
佐
兼
管
理
第
1
係
長

O
城
戸
弘

一

(
財
政
課
主
任
専
門
員
兼
財
政
第

1
係
長
)
V
治
水
課
課
長
補
佐
兼
治

水
対
策
第
l
係
長

上

田

信

幸

(都

市
整
備
課
課
長
補
佐
兼
都
市
計
画
第

l
係
長
)
V
治
水
課
課
長
補
佐
兼
管

理
第
l
係
長
森
田
比
登
志
(
下
水

道
課
課
長
補
佐
兼
業
務
第
1
係
長
)

V
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
木
藤
幸

治
(
農
林
課
課
長
補
佐
)
V
土
地
改

良
課
課
長
補
佐
兼
管
理
第
1
係
長

堺
孝
司
(
水
道
課
課
長
補
佐
)
V
土

地
改
良
課
課
長
補
佐
兼
工
務
第
1
係

長
大
野
謙
一
(
農
林
課
課
長
補
佐

兼
工
務
第
1
係
長
)
V
土
地
改
良
課

主
任
専
門
員
兼
工
務
第
2
係

長

石

丸
禎
時
(
農
林
課
主
任
専
門
員
兼
工

務
第
2
係
長
)
V
土
地
改
良
課
課
長

補
佐
兼
国
土
調
査
第
l
係

長

東

谷

忠
俊
(
農
林
課
課
長
補
佐
兼
国
土
調

査
第
1
係
長
)

V
教
委

・
教
育
総
務

課
課
長
補

佐

井

上

徹

(
都
市
整
備

課
課
長
補
佐
兼
管
理
第
1
係
長
)
V

教
委
・
学
校
教
育
課
課
長
補

佐

新

穂
哲
徳
(
市
町
村
合
併
推
進
室
次
長
)

V
議
会
事
務
局
次
長
補
佐
兼
庶
務
係

長

新

野

武

男

(
議
会
事
務
局
次
長

兼
庶
務
係
長
)
V
清
流
園
長

O
松

本
徹
(
清
流
園
長
〈
主
専
〉
)

一一一 3
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{
専
門
員
級
}

課

情

報

管

理

係

長

)

水

産

課

漁

政

係

長

兼

営

農

第

2
係
長
次
(
肱
川
町
町
民
課
主
事
)

V
建
設
第
課
長
兼
福
祉
担
当
下
回
健
三
(
助

V
危
機
管
理
室
事
務
専
門
員
兼
防
災

{
係
長
級
}

山
下
敦
司
(
長
浜
町
経
済
課
主
査
)

V

2

課
主
事
菊
地
政
博
(
建
設
課
主
役
付
参
事
)

V
総
務
課
長
西
岡
敏

第
l
係
長
亀
田
稔
(
長
浜
町
国
土

V
危
機
管
理
室
防
災
第
2
係

長

富

土

地

改

良

諜

管

理

第
2
係

長

祖

母

井

事

)

V
建
設
第
2
課

主

事

水

井

喜

博

(

税

務

課

長

)

V
総
務
課
主
幹
兼

調
査
室
事
務
専
門
員
兼
調
査
係
長
)
永
幸
広
(
肱
川
町
社
会
教
育
課
社
会
透
(
農
林
課
管
理
係
長
)

V
土
地
改
良

一
博
(
建
設
課
主
事
)

V
建
設
第
2
課

課

長

補

佐

O
田
中
宏
幸
(
会
計
室

V
総
務
課
事
務
専
門
員
兼
地
域
安
全
体
育
係
長
)

V
人
事
秘
書
課
職
員
第
課
国
土
調
査
第
2
係
長
城
ノ
戸
誇

正

主

事

大

石

明
(
長
浜
町
企
画
調
整
室
長
補
佐
)

V
企
画
商
工
課
長
洲
尾

係
長
兼
文
書
係
長
富
田
徹
(
総
務

2
係
長
田
中
宏
明
(
市
長
公
室
職
(
農
林
課
国
土
調
査
第
2
係
長
)

V
教

課

主

事

)

V
建
設
第
2
課
技
師
宇
計
邦
(
企
画
調
整
課
長
)

V
市
民
福
祉

課
事
務
専
門
員
兼
地
域
安
全
係
長
)
員
第
2
係
長
)

V
総
務
課
広
報
広
聴
育
総
務
課
管
理
係
長
高
岡
公
重
(
総
都
宮
啓
三
(
建
設
課
技
師
)

V
建
設
課
長
福
祉
事
務
所
次
長
兼
長
浜
在
宅

V
企
画
調
整
課
事
務
専
門
員
兼
企
画
係
長
坪
内
修
(
総
務
課
文
書
係
長
務
課
管
理
係
長
)

V
議
会
事
務
局
議
事
第
2
諜
主
任
作
業
員
中
野
盛
行
(
建
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長

吉

田

直

係
長
兼
国
際
交
流
係
長
上
野
康
広
兼
広
報
広
聴
係
長
)

V
総
務
課
行
政
係
長
徳
石
伊
重
(
議
会
事
務
局
調
査
設
課
主
任
作
業
員
)

V
建
設
第
2
課
人
(
保
健
介
護
課
長
兼
在
宅
介
護
支

(
企
画
情
報
課
事
務
専
門
員
兼
企
画
係
係
長
役
目
秀
樹
(
市
町
村
合
併
推
係
長
)

V
議
会
事
務
局
調
査
第
2
係

長

作

業

員

嶋

津

一

男

(

建

設

課

作

業

援

セ

ン

タ

ー

所

長
)

V
市
民
福
祉
課

長
兼
情
報
統
計
係
長
)

V
企
画
調
整
進
室
市
町
村
合
併
推
進
係
長
)

V
監

新

実

雄

(

肱

川
町
総
務
課
地
域
振
興
係
員
)

V
建
築
住
宅
課
技
師
袖
岡
俊
主
幹
兼
課
長
補
佐
兼
長
浜
保
健
セ
ン

課
事
務
専
門
員
兼
企
業
立
地
係
長
兼
理
課
契
約
係
長

山
西

富

利

(

長

浜

長

兼

広

報

公

聴

係

長

)

宏

(

都

市

整

備

課

技

師

)

V
治

水

課

タ

l
所
長

O
菊
地
邦
求
(
保
健
介

地
域
政
策
第
3
係
長
井
上
裕
重
(
長
町
総
務
課
総
務
課
付
係
長
)

V
電
算

{
主
査
}

主
事
中
塚
寛
之
(
農
林
課
主
事
)
V

護
課
課
長
補
佐
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
所

浜
町
総
務
課
事
務
専
門
員
兼
財
政
管
課
電
算
第
3
係
長
西
山
和
幸
(
企

V
総
務
課
主
査
谷
本
晃

一

(
財
政
農
林
水
産
課
主
事
磯
崎
英

一

(

農

長

)
V
水
道
課
長
浜
分
室
長

三
秋

財
係
長
)

V
総
務
課
事
務
専
門
員
兼
画
情
報
課
電
算
第
3
係
長
)

V
市

民

課

主

査

)

V
電

算

課

主

査

大

塚

茂

林

課

主

事

)

V
農
林
水
産
課
主
事
敦
司
(
生
活
環
境
課
長
)

V
農
林
水

管
財
係
長
久
保
明
敬
(
財
政
課
事
課
戸
籍
係
長
門
多
美
千
代
(
市
民
央
(
企
画
情
報
課
主
査
)

V
建
設
第
水
本
典
子
(
農
林
課
主
事
)

V
農
林
産
課
長
久
保
博
昌
(
大
洲
喜
多
合

務
専
門
員
兼
管
財
係
長
)

V
財

政

課

課

戸

籍

第

2
係
長
)

V
保
険
環
境
課

2
課
維
持
第
3
係

長

心

得

佐

野

嘉

水

産

課

主

事

新

口

竜

史

(

農

林

課

併

協

議

会

課

長

)

V
農
林
水
産
課
主

事
務
専
門
員
兼
財
政
第
1
係

長

楠

国

保

第

2
係
長
西
宮
潔
(
長
浜
町
浩
(
建
設
課
維
持
第

3
係

長

心

得

)

主

事
)

V
農
林
水
産
課
主
事
補
川
幹
兼
課
長
補
佐
中
野
健
蔵
(
国
土

野
修
(
市
民
課
事
務
専
門
員
兼
戸
籍
教
育
課
主
査
)

V
社
会
福
祉
課
生
活

V
建
設
第
2
課
主
査
員
田
耕
志
(
河

一
淵
博
之
(
農
林
課
主
事
補
)

V
土

地

調

査

室

長

)

V
治
水
課
長
浜
分
室
長

第
1
係
長
)

V
電
算
課
事
務
専
門
員
保
護
第
2
係
長
松
田
圭
司
(
長
浜
辺
村
産
業
建
設
課
主
任
)

V
治

水

諜

改

良

課

主

事

森

崇

嗣

(

農

林

課

主

菊

地

洋

一
(
治
水
対
策
課
長
)

V

兼
電
算
第
l
係
長
渡
遺
稔
(
企
画
町
住
民
福
祉
課
主
査
)

V
社

会

福

祉

管

理

第

3
係
長
心
得
形
山
康
登
(
治
事
)

V
土
地
改
良
課
主
事

川
口
裕
会
計
課
長
重
松
直
博
(
議
会
事
務

情
報
課
事
務
専
門
員
兼
電
算
第
1
係

課

生

活

保

護

第

3
係

長

福

住

重

雄

水

課

管

理

第

2
係
長
心
得
)

V
土
地

二

(
農
林
諜
主
事
)

V
土

地

改

良

課

局

長

)
V
教
育
課
長

二
宮
正
昭
(
教

長
)

V
電
算
課
事
務
専
門
員
兼
電
算
(
社
会
福
祉
課
生
活
保
護
第
2
係

長

)

改

良

課

主

査

井

上

雅

裕

(

農

林

課

技

師

矢
野
幸
一
(
農
林
課
技
師
)

一
育
課
長
)

第
2
係
長
福
居
長
幸
(
企
画
情
報

V
建
設
第
1
課

総

括

主

査

中

岡

和

主

査

)

V
教
委
・
教
育
総
務
課
主
査

V
生
涯
学
習
課
主
事
谷
本
輝
美
(
長

{
補
佐
級
】

課
事
務
専
門
員
兼
電
算
第
2
係
長
)
子
(
建
設
課
総
括
主
査
)

V
建
設
第
谷
野
あ
き
(
教
委
・
総
務
課
主
査
)
浜
町
教
育
課
主
事
)

V
市
民
体
育
課

V
総
務
課
課
長
補
佐
稲
田
宏
(
総

V
社
会
福
祉
課
事
務
専
門
員
兼
同
和

l
課
工
務
第
2
係
長
渡
溢
慎
二
(
長

{
主
事
等
}

主
事
大
森
直
人
(
河
辺
村
総
務
課
務
課
課
長
補
佐
兼
消
防
係
長
)

V
総

対
策
係
長

O
後
藤
秀
一
(
社
会
福
浜
町
経
済
課
主
査
)

V
建
設
第
2
課

V
人
事
秘
書
課
主
事
西
田
ゆ
か
り

-
主
事
)

V
議
会
事
務
局
書
記
上
川
靖

務

課

課

長

補

佐

一

宮

義

道

(

税

務

祉
課
同
和
対
策
係
長
)

V
建
設
第
2

管
理
第
2
係
長
後
藤
忠
明
(
建
設
課
(
市
長
公
室
主
事
)
V
人
事
秘
書
課
主
睦
(
河
辺
村
総
務
課
課
付
主
査
)

V
議
課
課
長
補
佐
兼
固
定
資
産
税
係
長
)

課
技
術
専
門
員
兼
維
持
第
2
係

長

管

理

第

2
係
長
)

V
建
設
第
2
課
管
理
事
相
原
正
知
(
市
長
公
室
主
事
)

V

会
事
務
局
自
動
車
運
転
手
松
本
芳

V
企
画
商
工
課
課
長
補
佐
兼
企
画
調

森
岡
義
明
(
建
設
課
技
術
専
門
員
兼
第
3
係
長
谷
野
秀
明
(
議
会
事
務
局
人
事
秘
書
課
主
事
水
沼
ア
キ
(
市
長

-
典
(
肱
川
町

総

務

課

運

転

手

)

整

係

長

清

水

康

則

(

総

務

課

課

長

維
持
第
2
係
長
)

V
下
水
道
課
事
務
議
事
係
長
)

V
建
設
第
2
課
管
理
第
4

公
室
主
事
)

V
人
事
秘
書
課
主
事

一
{
保
健
師
等
}

補
佐
)

V
市
民
福
祉
課
課
長
補
佐
兼

専
門
員
兼
管
理
第
2
係
長
山
下
和
係
長
菊
池
章
(
建
設
課
管
理
第
3
係
井
原
晋
一
(
長
浜
町
総
務
課
主
事
)

V

V

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
指
導
主
任
兼
市
民
係
長
兼
同
和
対
策
係
長
久
井

広
(
下
水
道
課
事
務
専
門
員
兼
業
務
長
)
V
建
設
第
2
課
工
務
第
3
係

長

人

事

秘

書

課

主

任

自

動

車

運

転

手

健

康

づ

く

り

第

1
係

長

城

戸

千

年

一

(
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
戸
籍

第
2
係
長
)

V
治
水
課
事
務
専
門
員
津
田
博
幸
(
長
浜
町
建
設
課
事
業
係
長
)
袖
岡
康
利
(
市
長
公
室
主
任
技
能
員
)
(
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
指
導
主
任
兼
母
係
長
兼
同
和
対
策
係
長
)

V
長
浜
保

兼
治
水
対
策
第
2
係
長
村
上
司
(
治

V
建
設
第
2
課
工
務
第
4
係

長

蔵

本

V
監
理
課
主
事
谷
野
真
由
美
(
市
子
保
健
係
長
)

V
保
健
セ
ン
タ
ー
保
育
所
主
任
専
門
員
兼
所
長
兼
長
浜
乳

水
課
事
務
専
門
員
兼
治
水
係
長
)

V

茂
樹
(
建
設
課
工
務
第
4
係
長
)

V
水
町
村
合
併
推
進
室
主
事
)

V
税
務
課
健
指
導
主
任
兼
健
康
づ
く
り
第
2
係

児

保

育

所

長

宮

岡

民

子

(

長

浜

保

農
林
水
産
課
事
務
専
門
員
兼
農
林
構
道
課
管
理
第
1
係

長

谷

本

浩

二

(

水

主

事

瀬

川
幸
司
(
長
浜
町
国
土
調
長
久
保
京
子
(
保
健
セ
ン
タ
ー
保
育
所
所
長
)

V
喜
多
灘
保
育
所
主
任

造
改
善
第
1
係
長
矢
野
雅
之
(
農
道
課
業
務
係
長
)

V
治
水
課
管
理
第
2

-
査
室
主
任
主
事
)

V
税

務

課

主

事

健

指

導

主

任

兼

成

人

保

健

係

長

)

専

門

員

兼

所

長

平

野

悦

子

(

喜

多

林
課
事
務
専
門
員
兼
農
林
構
造
改
善
係
長
信
尾
肇
典
(
治
水
課
管
理
第
-
村
田
学
(
肱
川
町
総
務
課
主
事
)

V

灘
保
育
所
所
長
)

V
櫛
生
保
育
所
主

係
長
)

V
農
林
水
産
課
事
務
専
門
員
係
長
)
V
農
林
水
産
課
農
政
第
l
係

長

企

画

調

整

課

主

事

河

野

英

二

(

企

任

専

門

員

兼

所

長

西

山

み

ち

子

(

櫛

兼
管
理
係
長
兼
営
農
第
l
係

長

大

一
河
野
秀
伴
(
農
林
課
農
政
第
1
係
長
)
函
情
報
課
主
事
)

V
市

民

課

主

事

生

保

育

所

所

長

)

V
出
海
保
育
所
主

野
浩
司
(
農
林
課
事
務
専
門
員
兼
営

一
V
農
林
水
産
課
農
政
第
2
係

長

富

永

峯

脇

茂

暢

(

長

浜

町

環

境

セ

ン

タ

ー

任

専

門

員

兼

所

長

木

之

本

律

子

(

出

農
係
長
)

V
土
地
改
良
課
事
務
専
門
恵
一
(
農
林
課
農
政
第
2
係
長
)

V

派
遣
)

V
市

民

課

主

事

藤

淵

奈

月

海

保

育

所

所

長

)

V
大
和
保
育
所
主

員
兼
工
務
第
3
係
長
戎
徹
(
長
浜

↑
農
林
水
産
課
総
括
主
査
西
岡
美
恵
子
(
長
浜
町
住
民
福
祉
課
主
事
)

V
社

会

任

専

門

員

兼

所

長

菊

地

さ

と

子

(

大

町
経
済
課
事
務
専
門
員
兼
管
理
係
長
(
農
林
課
総
括
主
査
)

V
農
林
水
産
課
福
祉
課
主
事
松
森
智
治
(
肱
川
町

和

保

育

所

所

長

)

V
白
滝
保
育
所
主

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
係
長
)

V
議
農
林
構
造
改
善
第
2
係

長

本

門
哲
也

一
福
祉
課
主
事
)

V
高

齢

福

祉

課

主

事

任

専

門

員

兼

所

長

矢

間

栄

津

美

(

白

会
事
務
局
事
務
専
門
員
兼
調
査
第

1

(河
辺
村
産
業
建
設
課
農
林
振
興
係
長

山
木

康

賢

(

長

浜

町

企

画

調

整

課

主

任

滝

保

育

所

所

長

)

V
建
設
課
課
長
補

係
長

O
藤
岡
章
男

(
長
浜
町
総
務
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
書
記
)

V
農

林

主

事

)

V
高

齢

福

祉

課

主

事

兵

頭

浩

佐

岡

田

好

光

(

建

設

課

課

長

補

佐

長
浜
支
所

{
副
部
長
級
】

V
長
浜
支
所
長

務
課
長
)

{
課
長
級
}

V
支
所
付
課
長
兼
自
治
会
担
当
上

満
治
雄
(
助
役
付
参
事
)

V
支
所
付

O
上
川
慶
信
(
総
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兼
公
共
土
木
係
長
)

V
農
林
水
産
課
係
長
松
本
治
子
(
教
育
課
事
務
専
育
士
清
水
郁
子
(
大
和
保
育
所
事

一
事
)

V
総
務
課
主
任
電
話
交
換
手
菊

課
長
補
佐
兼
農
林
係
長
兼
管
理
係
長
門
員
兼
文
化
振
興
係
長
)

V
教
育
課

↑
務
専
門
員
兼
主
席
主
任
保
育
士
)

V

地
直
美
(
総
務
課
電
話
交
換
手
)

V
企

兼
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
第
2
係
事
務
専
門
員
兼
市
民
体
育
係
長
菊
大
和
保
育
所
主
任
保
育
土
白
石
玉
画
商
工
課
主
事
木
村
勇
仁
(
企
画
調

長

山
本
安
慶
(
経
済
課
課
長
補
佐

一
地
英
夫
(
教
育
課
事
務
専
門
員
兼
生

一
子
(
大
和
保
育
所
事
務
専
門
員
兼
主
整
課
主
事
)

V
企
画
商
工
課
主
事
高

兼
農
林
係
長
)

V
水
道
課
長
浜
分
室

一
涯

教

育

係

長

)

席

主

任

保

育

士

)

V
白
滝
保
育
所
主
屋
浩
司
(
総
務
課
主
事
)

V
市
民
福
祉

次
長
兼
管
理
係
長
清
水
俊
三
(
生

{
係
長
級
}

任
保
育
土
吉
岡
と
よ
子
(
白
滝
保
課
主
事
浜
上
幸
治
(
住
民
福
祉
課

活
環
境
課
課
長
補
佐
兼
水
道
管
理
係

-
V
総
務
課
総
括
主
査
熊
本
員
弓
(
総

-
育
所
事
務
専
門
員
兼
主
席
主
任
保
育
主
任
主
事
)

V
市
民
福
祉
課
主
事

長
)

V
治
水
課
長
浜
分
室
次
長
兼
治
務
課
事
務
専
門
員
)

V
総

務

課

消

防

士

)

V
白
滝
保
育
所
主
任
保
育
士
菊
地
順
子
(
生
活
環
境
課
主
任
主
事
)

水
対
策
係
長
山
本
多
喜
男
(
企
画
防
災
係
長
井
上
朋
昭
(
大
洲
喜
多
横
山
典
子
(
白
滝
保
育
所
事
務
専
門

V
市
民
福
祉
課
主
事
武
田
笑
佳
(
総

調
整
課
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光
係
長
)
合
併
協
議
会
主
査
)

V
総
務
課
総
括
員
兼
主
席
主
任
保
育
土
)

V
農

林

水

務

課

主

事

)

V
市
民
福
祉
課
主
事

V
教
育
課
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
主
査
三
浦
直
重
(
総
務
課
主
査
)
産
課
総
括
主
査
矢
野
晃
(
経
済
課
尾
上
絹
代
(
保
健
介
護
課
主
事
補
)

長
松
岡
陽
規
(
教
育
課
課
長
補
佐

V
総
務
課
税
務
第
1
係

長

加

納

紀

事

務

専

門

員

)

V
農
林
水
産
課
総
括

V
今
坊
友
愛
館
主
事
武
田
直
人
(
税

兼

学

校

教

育

係

長

)

彦

(

税

務

課

主

査

)

V
総
務
課
総
括
主
査
上
地
末
子
(
議
会
事
務
局
事
務
課
主
任
主
事
)

V
長
浜
保
健
セ
ン

{
専
門
員
級
}

主
査
久
保
美
恵
子
(
税
務
課
事
務

一
務
専
門
員
)

V
建
設
課
土
木
港
湾
係
タ
l
栄
養
士
菊
地
千
鶴
(
保
健
セ
ン

V
総
務
課
事
務
専
門
員
兼
総
務
第
l

専
門
員
)

V
会
計
課
会
計
係
長
菊

-
長
村
上
一
郎
(
建
設
課
主
査
)

V

タ
l
栄
養
士
)

V
老
人
ホ
1
ム
さ
く

係
長
都
築
住
江
(
総
務
課
事
務
専
地
敏
宏
(
総
務
課
主
査
)

V
会
計
課
建
設
課
管
理
係
長
久
保
嘉
範
(
治
ら
苑
寮
母
中
嶋
加
代
子
(
老
人
ホ
l

門
員
兼
庶
務
係
長
)

V
総
務
課
事
務

一
総
括
主
査
字
根
や
す
子
(
会
計
室
事

一
水
対
策
課
治
水
対
策
係
長
)

V
建
設
ム
さ
く
ら
苑
主
任
寮
母
)

V
長
浜
保

専
門
員
兼
総
務
第

2
係

長

松

本

伊

務

専

門
員
)

V
企
画
商
工
課
総
括
主

一
課
都
市
計
画
係
長
久
保
正
人
(
企

一
育
所
保
育
士
今
回
邦
子
(
長
浜
保
育

代
子
(
建
設
課
事
務
専
門
員
兼
管
理

一
査
友
漂
あ
つ
子
(
企
画
調
整
課
事
画
調
整
課
都
市
計
画
係
長
)

V
教
育
所
主
任
保
育
士
)
V
喜
多
灘
保
育
所
保

係
長
)

V
総
務
課
事
務
専
門
員
兼
税
務
専
門
員
)

V
企
画
商
工
課
電
算
係
課
総
括
主
査
城
戸
康
美
(
老
人
ホ
l

育
士
山
岸
本
員
粧
美
(
喜
多
灘
保
育

務
第
2
係
長
矢
野
上
和
雄
(
税
務
長
河
野
悟
久
(
建
設
課
主
査
)

V

ム
さ
く
ら
苑
事
務
専
門
員
)

V
教

育

所

主

任

保

育

土

)

V
櫛
生
保
育
所
保

課
事
務
専
門
員
兼
収
納
係
長
)

V
企

市

民

福

祉

課

総

括

主

査

大

本

み

つ

課

総

括

主

査

稲

垣

美

恵

子

(

教

育

育

士

山

西

千

恵

(

櫛

生

保

育

所

主

画
商
工
課
事
務
専
門
員
兼
商
工
観
光
子
(
住
民
福
祉
課
事
務
専
門
員
)

V

課
事
務
専
門
員
)

V
長
浜
公
民
館
係
任
保
育
士
)

V
出
海
保
育
所
保
育
士

係

長

西

山
健
市
(
企
画
調
整
課
事
市
民
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
長
谷
上
長
兼
ふ
れ
あ
い
会
館
係
長
東
勝
浩
河
野
美
和
(
出
海
保
育
所
主
任
保

務
専
門
員
兼
企
画
係
長
)

V
市
民
福
員
悟
(
保
健
介
護
課
高
齢
者
介
護
係
(
保
健
介
護
課
主
査
)

V
今

坊

公

民

館

育

士

)

V
大
和
保
育
所
保
育
士
小

祉
課
事
務
専
門
員
兼
社
会
福
祉
第
1

長
)

V
市
民
福
祉
課
総
括
主
査
西
係
長
兼
喜
多
灘
連
絡
所
長
山
根
治
川
好
恵
(
大
和
保
育
所
主
任
保
育
士
)

係
長
小
林
吉
安
(
住
民
福
祉
課
事
山
厚
子
(
保
健
介
護
課
事
務
専
門
員
)

-
彦
(
税
務
課
主
査
)

V
櫛
生
公
民
館

V
大
和
保
育
所
保
育
土

加
納
美
紀

務
専
門
員
兼
福
祉
係
長
)

V
市
民
福

V
老
人
ホ
l
ム
さ
く
ら
苑
総
括
主
査

一
係
長
兼
櫛
生
連
絡
所
長
兵
頭
利
平
(
大
和
保
育
所
主
任
保
育
土
)

V
白
滝

祉
課
事
務
専
門
員
兼
社
会
福
祉
第
2

菊
池
恵
美
子
(
櫛
生
公
民
館
事
務
専
門
(
今
坊
友
愛
館
主
査
)
V
出
海
公
民
館

一
保
育
所
保
育
土
中
野
八
千
代
(
白

係

長

鈴

木

佳

代

子

(

住

民

福

祉

課

員
)

V
長
浜
保
育
所
主
任
保
育
士
係
長
兼
出
海
連
絡
所
長
坂
本
直
哉
滝
保
育
所
主
任
保
育
士
)

V
白
滝
保

付
所
長
)

V
市
民
福
祉
課
事
務
専
門
佐
竹
千
恵
子
(
長
浜
保
育
所
事
務
専

一
(
総
務
課
主
査
)

V
大
和
公
民
館
係
長
育
所
保
育
士
源
田
加
奈
子
(
白
滝

員
兼
保
険
環
境
第
1
係
長
城
戸
茂
門
員
兼
主
席
主
任
保
育
土
)

V
長
浜
兼
大
和
連
絡
所
長
山
尾
淳
志
(
会
保
育
所
主
任
保
育
土
)

V
建
設
課
主

利
(
保
健
介
護
課
事
務
専
門
員
兼
国
保
育
所
主
任
保
育
士
宮
本
邦
子
(
長
計
室
会
計
係
長
)

V
白
滝
公
民
館
係
事
菊
地
保
博
(
建
設
課
主
任
主
事
)

保
係
長
)

V
市
民
福
祉
課
事
務
専
門
浜
保
育
所
事
務
専
門
員
兼
主
席
主
任
長
兼
白
滝
連
絡
所
長
宮
上
孝

一
(税

V
建
設
課
主
事
畦
幸
治
(
建
設
課

員
兼
保
険
環
境
第

2
係

長

中

田

圭

保

育

土

)

V
沖
浦
保
育
所
主
任
保
育
務
課
住
民
税
係
長
)

V
沖

浦

公

民

館

主

任

主

事
)

V
建
設
課
主
事
大
成

助
(
生
活
環
境
課
事
務
専
門
員
兼
環
土
吹
春
み
ね
子
(
沖
浦
保
育
所
事
係
長
井
上
勉
(
保
健
介
護
課
主
査
)
護
(
国
土
調
査
室
主
任
主
事
)

V
建

境
係
長
)

V
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
務
専
門
員
兼
主
席
主
任
保
育
土
)

V

{主
査

}

設

課

主

事

西

山
直
宏
(
建
設
課
主

務
専
門
員
兼
庶
務
係
長
坂
東
敏
幸
沖
浦
保
育
所
主
任
保
育
土
矢
野
元

V
市
民
福
祉
課
主
査
野
地
高
弘
(
住
任
主
事
)

V
水
道
課
長
浜
分
室
主
事

(
櫛
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
務
専
門
員
兼
朝
子
(
沖
浦
保
育
所
事
務
専
門
員
兼

一
民
福
祉
課
主
査
)

V
長
浜
保
育
所
主

-

菊
地
孝
(
生
活
環
境
課
主
任
主
事
)

係
長
)

V
水
道
課
長
浜
分
室
事
務
専
主
席
主
任
保
育
土
)

V
喜
多
灘
保
育
査
谷
田
佳
織
(
長
浜
保
育
所
主
席

V
水
道
課
長
浜
分
室
主
事
三
宮
秀
暢

門
員
兼
工
務
係
長
窪
清
一
(
生
活
所
主
任
保
育
士
矢
野
幸
子
(
喜
多

-
主
任
保
育
土
)

V
治
水
課
長
浜
分
室
(
生
活
環
境
課
主
任
主
事
)

V
水
道
課

環
境
課
事
務
専
門
員
兼
水
道
工
務
係
灘
保
育
所
事
務
専
門
員
兼
主
席
主
任
主
査
三
谷
鈴
美
(
治
水
対
策
課
主
長
浜
分
室
主
事
菊
地
裕
司
(
生
活

長
)

V
農
林
水
産
課
事
務
専
門
員
兼
保
育
士
)

V
櫛

生

保

育

所

主

任

保

育

査

)

環

境

課

主

事

)

V
水
道
課
長
浜
分
室

漁

政

係

長

楠

野

茂

利

(

経

済

課

事

士

山
本
直
美
(
櫛
生
保
育
所
事
務

【
主
事
等
】

主
事
増
田
智
樹
(
生
活
環
境
課
主

務
専
門
員
兼
漁
政
係
長
)

V
農
林
水
専
門
員
兼
主
席
主
任
保
育
士
)

V
出

V
総
務
課
主
事
菊
地
ル
ミ
(
住
民
福
事
補
)

V
農
林
水
産
課
主
事
高
橋

産
課
事
務
専
門
員
兼
国
土
調
査
係
長
海
保
育
所
主
任
保
育
士
児
玉
智
代
祉
課
主
任
主
事
)

V
総
務
課
主
事
上
直
人
(
教
育
課
主
任
主
事
)

V
農
林

O
藤
本
修
二
(
国
土
調
査
室
庶
務
係
長
)
(
出
海
保
育
所
事
務
専
門
員
兼
主
席
主
田
秀
和
(
税
務
課
主
任
主
事
)

V
総

務

水

産

課

主

事

小

川
恭
二
(
総
務
課

V
教
育
課
事
務
専
門
員
兼
生
涯
学
習
任
保
育
土
)

V
大
和
保
育
所
主
任
保
課
主
事
東
和
彦
(
総
務
課
主
任
主
主
任
主
事
)

V
農
林
水
産
課
主
事
兼

農
業
委
員
会
事
務
局
書
記
山
下
由

香
理
(
経
済
課
主
事
)

V
農
林
水
産

課
主
事
兼
農
業
委
員
会
書
記
上
回

大
輔
(
保
健
介
護
課
主
事
)

V
教
育

課
主
事
大
津
宝
丈
(
教
育
課
主
任

主
事
)

V
教
育
課
主
事
冨
永
崇
仁

(
教
育
課
主
事
)

{
保
健
師
等
}

V
長
浜
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
指
導
主

任
兼
健
康
づ
く
り
係
長

一
宮
和
子

(
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
専
門
員
兼
保
健

指
導
係
長
)

V
長
浜
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
指
導
主
任
原
間
雅
子
(
保
健
セ

ン
タ
ー
事
務
専
門
員
兼
主
席
主
任
保

健
師
)

V
長
浜
保
健
セ
ン
タ
ー
技
師

村
由
美
智
子
(
保
健
セ
ン
タ
ー
主

席
主
任
保
健
師
)

V
長
浜
保
健
セ
ン

一
タ
l
技
師
久
保
宏
日
子
(
保
健
セ
ン

タ
ー
保
健
師
)
V
長
浜
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
師
片
岡
あ
ゆ
み
(
保
健
セ
ン

タ
ー
保
健
師
)

V
出
海
診
療
所
総
括

技
師
高
田
美
香
(
出
海
診
療
所
事

務
専
門
員
兼
主
席
主
任
看
護
師
)

V

櫛
生
診
療
所
総
括
技
師
貫
生
房
子
(
櫛

生
診
療
所
事
務
専
門
員
兼
主
席
主
任

看
護
師
)

V
豊
茂
診
療
所
総
括
技
師

坂
田
嘉
代
(
豊
茂
診
療
所
事
務
専

門
員
兼
主
席
主
任
看
護
師
)

V
青
島

診
療
所
総
括
技
師
赤
丸
恵
子
(
青

島
診
療
所
事
務
専
門
員
兼
主
席
主
任

看
護
師
)

V
老
人
ホ
1
ム
さ
く
ら
苑

総
括
技
師
平
田
由
美
子
(
老
人
ホ
ー

ム
さ
く
ら
苑
事
務
専
門
員
兼
主
席
主

任
看
護
師
)

{
副
部
長
級
}

V
支
所
長
兼
総
務
課
長

O
棲
田
和

明
(
議
会
事
務
局
事
務
局
長
)

{
課
長
級
}

V
会
計
課
長
兼
会
計
係
長
飛
野
弘

幸
(
会
計
室
長
)

V
企
画
商
工
課
長

北
川
敬
恒
(
町
民
課
長
)

V
市
民
福

祉
課
長
兼
福
祉
事
務
所
次
長
上
岡

時
子
(
福
祉
課
長
)

V
高
齢
者
生
活

福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
肱
川
保
育
所

一一一 5
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長

松

本

善

一

(
高
齢
者
生
活
福
祉
課
電
算
係
長
橋
本
孝
博
(
農
業
委
課
主
事
稲
田
瑠
美
(
福
祉
課
主
事
)

【
副
部
長
級
}

裕
明
(
産
業
建
設
課
主
任
)

V
教
育

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
保
育
所
長
)

V
建

員

会

係

長

)

V
市
民
福
祉
課
社
会

V
市
民
福
祉
課
主
事
補
井
脇
清
美

V
支
所
長

O
河
本
治
(
福
祉
課
長
課
主
査
久
保
雅
樹
(
教
育
課
主
任

設
農
林
課
長
森
吉
満
(
産
業
課
長
)
福
祉
係
長
中
岡
稲
生
(
福
祉
課
係
(
福
祉
課
主
事
)

V
高
齢
者
生
活
福
祉

一
兼
民
生
係
長
兼
診
療
所
事
務
長
兼
老
社
会
教
育
主
事
)

V
河
辺
幼
稚
園
主

マ
ダ
ム
対
策
課
長
今
宮
雅
司
(
ダ
長
)

V
市
民
福
祉
課
保
険
環
境
係
長

-
セ

ン

タ

ー

介

護

員

清

水

カ

ツ

コ

(

高

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

所

長

)

査

小

川

幸

重

(

河

辺

幼

稚

園

教

諭

)

ム
対
策
室
室
長
)

V
教
育
課
長
兼
肱
西
田
幸
夫
(
町
民
課
係
長
)

V
市
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
介
護
職
員
)

{
課
長
級
}

V
河
辺
診
療
所
主
査

奥

平

美

香

江

川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
肱
川

民
福
祉
課
高
齢
福
祉
第
2
係

長

和

V
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
介
護

V
総
務
課
長
兼
会
計
課
長
兼
会
計
係
(
河
辺
診
療
所
主
任
)

V
大
洲
喜
多
特

公
民
館
長
植
木
光
雄
(
社
会
教
育
気
豊
子
(
社
会
福
祉
協
議
会
係
長
)
員
兵
頭
重
美
(
高
齢
者
生
活
福
祉

長
高
木
昭
(
総
務
課
長
)

V
企
画

↓
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
事
務
組
合
派
遣

課
課
長
)

V
教
育
課
主
幹
兼
課
長
補

V
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
庶
務
セ
ン
タ
ー
介
護
職
員
)

V
高
齢
者
生
商
工
課
長
兼
企
画
調
整
係
長
兼
電
算
か
わ
か
み
荘
主
査
柴
田
学
(
か
わ

佐
兼
肱
川
図
書
館
長
兼
肱
川
風
の
博
係
長
土
井
健
司
(
高
齢
者
生
活
福
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
介
護
員

O
山
内

係
長
兼
商
工
観
光
係
長

O
谷

本

富

か

み

荘

)

物
館
・
歌
麿
館
長
源
国
政
幸
(
風
祉
セ
ン
タ
ー
係
長
)

V
肱
川
保
健
セ

-
雅
子
(
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー

英
(
総
務
課
課
長
補
佐
兼
総
務
消
防

一
{
主
事
]

の
博
物
館
・
歌
麿
館
長
)

V
大

洲

喜

ン

タ

l
健
康
づ
く
り
係
長
上
回
初

一
介
護
職
員
)

V
高
齢
者
生
活
福
祉
セ

一
係
長
兼
企
画
係
長
)

V
市
民
福
祉
課

-
V
会
計
課
主
事
田
中
恵
子
(
出
納

多
特
別
養
護
老
人
ホ
1
ム
事
務
組
合
美
(
福
祉
課
係
長
)

V
建
設
農
林
課

一
ン
タ

l
准
看
護
師
金
野
和
江
(
高
長
兼
福
祉
事
務
所
次
長
兼
国
民
健
康
保
室
主
事
)

V
企
画
商
工
課
主
事
田

派
遣
か
わ
か
み
荘
施
設
長
徳
本
英
建
設
係
長
大
井
章
裕
(
建
設
課
係
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
看
護
職
員
)
険
河
辺
診
療
所
事
務
長
兼
河
辺
老
人
福
中
琢
男
(
総
務
課
主
事
)

V
市
民
福

信
(
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
施
設
長
)
長
)

V
建
設
農
林
課
水
道
係
長

山

-
V
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
准
看

祉

セ

ン

タ

ー
所
長
兼
河
辺
在
宅
介
護
支
祉
課
主
事
酒
井
久
美
子
(
住
民
課

{
課
長
補
佐
級
}

本
晃

(建
設
課
係
長
)

V
建
設
農
林

一
護
師
石
河
敬
子
(
高
齢
者
生
活
福
援
セ
ン
タ
ー
所
長
長
岡
勇
(
産
業
建
主
事
)

V
建
設
農
林
課
主
事
児
玉

V
総
務
課
課
長
補
佐
中
野
富
士
雄
課
農
林
係
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
祉
セ
ン
タ
ー
看
護
師
)

V
肱
川
保

育

設

課

長

)

V
建
設
農
林
課
長

O
藤

田

健

一一

(
産
業
建
設
課
主
事
)

V
建
設

(
総
務
課
課
長
補
佐
)

V
総

務

課

課

長

農

地

第

4
係
長

山
本
裕
之
(
産
業
所
保
育
土
谷
岡
笑
子
(
保
育
所
保
豊
寿
(
総
務
課
課
長
補
佐
)

V
教
育
課
農
林
課
主
事
園
井
悟
(
産
業
建
設

補
佐
兼
消
防
防
災
係
長
富
永
慶
次
課
係
長
)

V
教
育
課
市
民
体
育
係
長
育
士
)

V
肱
川
保
育
所
保
育
士
松
長
兼
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
兼
課
主
事
)

V
教
育
課
主
事
河
野
真

(
町
民
課
課
長
補
佐
)

V
企
画
商
工
課
兼
正
山
自
治
セ
ン
タ
ー
所
長
沖
田

一
岡
佳
代
(
保
育
所
保
育
士
)

V
肱
川
生
涯
学
習
係
長
兼
市
民
体
育
係
長
兼
由
美
(
教
育
課
主
査
)

V
河
辺
幼
稚

課
長
補
佐
兼
企
画
調
整
係
長
藤
原
敏
広
(
公
民
館
係
長
)
V
風
の
博
物
館
-
-
保
育
所
保
育
士
大
塚
理
恵
(
保
育

一
河
辺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
河
園
教
諭
村
上
奈
々
恵
(
河
辺
幼
稚

貴
(
総
務
課
課
長
補
佐
)
V
市
民
福

歌
磨
館
庶
務
係
長
宮
田
千
代
子
(
社

一
所
保
育
士
)

V
肱
川
保
育
所
保
育
土
辺
公
民
館
長
福
見
都
志
子
(
住
民
国
教
諭
)

祉
課
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長
東
員

-
会
教
育
課
係
長
)

V
大
谷
幼
稚
園
主
智
葉
寿
美
恵
(
ダ
ム
対
策
室
主
事
)

V

課
長
)

罰
{
医
師
}

理
(
議
会
事
務
局
事
務
局
長
補
佐
)
任
教
諭
重
岡
美
須
寿
(
大
谷
幼
稚
建
設
農
林
課
主
事
金
田
大
輔
(
建

{
補
佐
級
}

V
河
辺
診
療
所
所
長
土
井
貴
明
(
河

V
市
民
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
高
齢
福
園
教
諭
)

V
正
山
幼
稚
園
主
任
教
諭
設
課
技
師
)

V
建
設
農
林
諜
主
事

V
総
務
課
課
長
補
佐
土
居
美
栄
子
辺
診
療
所
所
長
兼
校
医
)

祉
第
l
係
長

金
野
た
み
子
(
町
民

-
堀
川
千
賀
子
(
正
山
幼
稚
園
教
諭
)

V

三
瀬
奈
津
江
(
建
設
課
主
事
)

V
建
(
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
国
保
係
長
)

V

{保
健
師
等
}

課
課
長
補
佐
)

V
市

民

福

祉

課

課

長

肱
川
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
庶

務

係

長

設

農

林

課

主

事

O
徳
本
真
由
美
(
産
市
民
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
市
民
係
長

V
市
民
福
祉
課
保
健
師
本
山
薫
美

補
佐
沖
野
晃
己
(
社
会
福
祉
協
議
兵
頭
学
(
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
係
長
)

一
業
課
主
事
)

V
建
設
農
林
課
主
事

一
高
橋
サ
エ
子
(
住
民
課
課
長
補
佐
兼
(
福
祉
課
保
健
師
)

V
市
民
福
祉
課
保

会
事
務
局
長
)

V
高
齢
者
生
活
福
祉

{
主
査
}

沖
野
恵
三
(
建
設
課
主
事
)
V
建
設

戸
籍
係
長
)

V
市
民
福
祉
課
課
長
補
健
師
大
森
美
香
(
福
祉
課
保
健
師
)

セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
池
田
悦
子
(
高

V
肱
川
保
育
所
主
査

O
三
好
幸
恵
農
林
課
主
事
補
谷
本
孝
史
(
産
業
佐
兼
保
険
環
境
係
長
兼
社
会
福
祉
係

V
市
民
福
祉
課
技
師
有
友
一
恵
(
福

齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
)

一
(
保
育
所
保
育
士
)

V
肱
川
保

育

所

主

課

主

事

)

V
ダ
ム
対
策
課
主
事
白
長
兼
高
齢
福
祉
係
長
智
葉
雅
敬
(
福
祉
課
主
任
)

V
河
辺
診
療
所
看
護
師

V
建

設

農

林

課

課

長

補

佐

松

本

隆

査

O
久
保
伸
子
(
保
育
所
保
育
士
)
岩
友
和
(
ダ
ム
対
策
室
主
事
)

V
教
祉
課
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険
係
長
)
高
木
千
津
野
(
河
辺
診
療
所
看
護
師
)

寿
(
会
計
室
室
長
補
佐
)
V
ダ
ム
対

V
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
主

査

育

課

主

事

上

田

智

子

(

予

子

林

小

V
建
設
農
林
課
課
長
補
佐
兼
農
林
係

V
河
辺
診
療
所
看
護
師
高
橋
和
恵

策
課
課
長
補
佐
兼
ダ
ム
建
設
推
進
係

O
中
野
安
孝
(
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
学
校
主
事
)

V
教
育
課
主
事
兵
頭
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
第

3

(

河
辺
診
療
所
看
護
師
)

V
河
辺
診
療

長

和

気

栄

一

(

社

会

教

育

課

課

長

タ
l
生
活
援
助
員
)
V
予
子
林
幼
稚
園
美
登
里
(
保
育
所
保
育
士
)

V
教
育
係
長
谷
本
寿
幸
(
産
業
建
設
課
課

↓
所
看
護
主
任
富
永
栄
子
(
河
辺
診

補
佐
)

V
教
育
課
課
長
補
佐
兼
生
涯
教
諭

O
上
野
順
子
(
予
子
林
幼
稚
課
主
事
兼
大
谷
自
治
セ
ン
タ
ー
所

長

長

補

佐

兼

農

業

委

員

会

事

務

局

長

)

療

所

看

護
師
係
長
)

学
習
係
長
兼
予
子
林
自
治
セ
ン
タ
ー

園

教

諭

)

沖

田

修

二

(
公
民
館
主
事
)

V
教
育
課

{

係

長

級

}

{

運

転

手

等

}

所
長

三
瀬
健

一

(
社
会
教
育
課
課

一
{
主
事
等
}

主
事
兼
中
央
自
治
セ
ン
タ
ー

富
永
哲

V
総
務
課
税
務
係
長
兼
消
防
防
災
係

V
総
務
課
主
任
自
動
車
運
転
手
富

長
補
佐
)

V
教
育
課
課
長
補
佐
兼
学

V
総

務

課

主

事

中
川
直
美
(
総
務
成
(
公
民
館
主
事
)

V
教
育
課
主
事

一
長
樽
井
優
(
住
民
課
税
務
係
長
)
永
忠
寿
(
総
務
課
技
手
)

V
総
務
課

校
教
育
係
長
石
家
清
(
学
校
教
育
課
主
事
)

V
会
計
課
主
事
岩
仲
美

-
兼
岩
谷
自
治
セ
ン
タ
ー
所
長
東
誠

V
総
務
課
総
務
係
長

O
井
脇
敏
恵

一
自
動
車
運
転
手
久
保
龍
哉
(
総
務

課
課
長
補
佐
)

V
肱
川
学
校
給
食
セ
佳
(
会
計
室
主
事
)

V
企
画
商
工
課
幸
(
総
務
課
主
事
)

V
風
の
博
物
館

・

(
総
務
課
主
任
)

V
建
設
農
林
課
建
設
課
技
手
)

V
建
設
農
林
課
作
業
員

ン
タ

l
次
長
和
気
哲
弘
(
学
校
給
主
事
山
田
典
弘
(
総
務
課
主
事
)

-
歌
磨
館
学
芸
員
山
田
広
志
(
風
の
博
係
長
兼
水
道
係
長

O
五
頭
祥
介
(
産

-
藤
岡
貴
浩
(
産
業
建
設
課
技
手
)

V

食
セ
ン
タ
ー
所
長
)

V

市
民
福
祉
課
主
事
河
内
由
美
子
物
館
学
芸
員
)

V
中
野
幼
稚
園
教
諭

-
業

建

設

課

主

任

)

建

設

農

林

課

作

業

員

古

野

匡

敏

(

産

{
係
長
級
}

(
町
民
課
主
任
主
事
)

V
市
民
福
祉
浅
井
員
由
美
(
中
野
幼
稚
園
教
諭
)

V

{主
査

}

-
業
建
設
課
技
手
)

V
教
育
課
自
動
車

V
総
務

謀

総

務

係

長

藤

原

優

勝

課

介

護

員

城

戸

み

ち

子

(

社

会

福

中
野
幼
稚
園
教
諭
久
保
田
仁
美

(
中

V
企
画
商
工
課
主
査

山
本
和
明
(
出
運
転
手
北
地
冨
美
雄
(
教
育
課
技

(
総
務
課
係
長
)

V
総
務
課
税
務
係
祉
協
議
会
介
護
支
援
専
門
員
)

V
市

一
野

幼

稚

園

教

諭

)

納

室

主

任

)

V
市
民
福
祉
課
主
査

一
手
)

V
教
育
課
主
任
自
動
車
運
転
手

長
飛
野
澄
子
(
総
務
課
係
長
)

V

一
民
福
祉
課

主

事

菊

池

英

里

(

福

祉

石

浦

陽

(

福

祉

課

主

任

)

V
市
民
福

一
角
藤
喜
久
雄
(
総
務
課
技
手
)

企
画
商
工
課
商
工
観
光
係
長
徳
本

課
主
事
)
V
市
民
福
祉
課

主

事

宮

一

祉
課
主
査
福
宮
ひ
か
る
(
福
祉
課

幹
寿
(
産
業
課
係
長
)

V
企
画
商
工
田
光
(
福
祉
課
主
事
)

V
市

民

福

祉

主

任

)

V
建
設
農
林
諜
主
査
寺
野

河
辺
支
所
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踊おおず 2∞52月号

受章者の紹介

お
め
で
ど
る

n

乙
ぎ

ωま
す

端
宝
叙
先
章
受
章

た
か
さ
き
よ
し

こ
の
た
び
、
長
浜
の
高
左
潔
さ
ん

(ω
∞
歳
)
は
、
長
年
に
わ
た
り
学
校

教
育
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

氏
は
、
昭
和
は
年
3
月、

愛
媛
県

師
範
学
校
を
卒
業
し
、

喜
多
郡
南
久

米
尋
常
高
等
小
学
校
に
赴
任
、
以
後

ぬ
年
に
わ
た

っ
て
学
校
教
育
の
進
展

に
貢
献
さ
れ
た
。
昭
和
日
年
4
月、

長
浜
町
立
長
浜
小
学
校
長
を
最
後
に

勇
退
後
は
、
長
浜
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
指
導
員
と
し
て
特
に
、
人
権
・

同
和
教
育
、

家
庭
教
育
の
向
上
発
展

に
尽
力
さ
れ
た
。

企高左

斐お
薮め
警で
語~
要る
雪之
筆き
さω
萎ま
雲す
章

ゑ

彰

状

平』
品
川
噌p

z
石
成
子
泊

三一

y
d
Z
E
A合性
企

一ι口

ZL，
dvf幼
純

一、
けりA
d
L
f
p
-
U，合
的
吟

た
f
A
表
れ
W
L
S6
す

J

-r
a特
色
F

台
ヤ
+
一勾
一
-
よ
同

占
“
I
£

ψ
ム
成
的
情

康子さん

こ
の
た
び
、
南
久
米
の
=
一
好
康
子

さ
ん
は
、
社
会
教
育
に
尽
く
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
、
社
会
教
育
功
労
者
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。三

一
好
さ
ん
は
、
婦
人
会
を
は
じ
め

と
す
る
社
会
教
育
活
動
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
長
年
に
わ
た
る
業
績
が
、
高

く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

きよし)さん潔(たかさ

部等の名称 課等の名称 番 τロ吉

危機管理室 24-1742 

人事秘書課 24-1723 

総 号室 課 24-1724 

出色 手主 吉日 監 E里 課 24-1725 

税 手主 E果 24-1711 
..6. 計 課 24-1712 = 
企 画 調 整 課 24-1728 

企画財政部
Rオ 政 課 24-1721 

言問問.， 算 E粟 24-1738 

商 工 観光課 24-1717 

巾 民 課 24-1710 

市民福祉部
保 険 環 境 課 24-1713 

社 会 福 祉 課 24-1715 

高齢福祉課 24-1714 

建設第 1 課 24-1741 

建設第 2 課 24-1716 

都巾整備課 24-1719 

建設農林部
建 築 住 宅 課 24-1722 

下 水 道 課 24-1720 

ごJL口A 7]< 課 24-1718 

農林水産課 24-1727 

土地改良課 24-1743 

行政委員会
農業委員会事務局 24-1726 

監査事務局 24-1731 

i義 ..6. 議 会 事 務 局 24-1730 = 
教育総務課 24-1729 

教育委員会
学校教育課 24-1733 

生 涯 学 習 課 24-1735 

巾民体育課 24-1734 

【ダイヤルイン番号】

市役所の担当課に

直接電話が由来ます

24-2111 

態務調~ゐマらむ麟

大洲市本庁代表電話番号

法務局職員 と人権擁護員が、相談所を開設します。

相談は無料で、秘密は聞く守られます。

2月 27日日午後 1時~午後4時

大洲市総合福祉セ ンター 1階

大洲市東大洲 270-1

時

所

日

場

s23-0294 

登記相談(登記申請、相続など)

人権相談など

問い合わせ先

松山地方法務局大洲支局

s24-4155 

相談内容
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広範おおず 2∞52月号

新しい大洲市へのメッセージ

1月 11目、大洲・長浜・肱JII・河辺が

合併し、新「大洲市」が誕生しました。各

地区の皆さんから新しいまちづ〈句につい

てご意見を紹介します。

岩
田

徳
幸
さ
ん

(
大
洲
市
五
郎
)

全
国
か
ら
の
注
目
の
的
、

大
洲
城
天
守
閣
に
負
け
な
い

特
色
あ
る
新
市
政
の
発
展
を

切
望
す
る
。
自
然
と
の
調
和
、

地
域
の
良
さ
と
特
色
の
発

揮
、
思
い
や
り
の
心
を
育
む

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性

化
。
総
て
は
、
リ
ー
ダ
ー
の

熱
意
と
情
報
の
公
開
、
市
民

の
参
画
。
や
る
気
の
創
出
に

か
か
っ
て
い
る
。

大
本
裕
子
さ
ん

(
大
洲
市
長
浜
町
櫛
生
)

今
日
、
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
快
適
と
言

え
る
で
し
ょ
う
か
。
新
大
洲

市
政
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
策
に
つ
い
て
、
よ

り
一
層
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。
私
た
ち
も
、
家
庭

や
地
域
で
の
果
た
す
べ
き
役

割
を
改
め
て
考
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

樋
田

美
穂
さ
ん

(
大
洲
市
三
善
)

新
大
洲
市
の
誕
生
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

4
つ
の
市
町
村

が
1
つ
の
市
と
な
っ
て
ス
タ
ー
ト

を
き
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
が
も
っ
素
晴
ら
し
い
特
性
を
十

分
に
生
か
し
、
そ
こ
に
住
む
人
々

が
住
み
ょ
い
と
実
感
で
き
る
市
に

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
地
を
訪
れ
る
人
が
、
「
ま
た
、

遊
び
に
来
た
い
。
訪
ね
て
よ
か
っ

た
」
と
満
足
で
き
る
よ
う
な
観
光

地
の
整
備
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
積

極
的
に
推
進
し
て
ほ
し
い
で
す
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
市
民
が
こ
の

地
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

え
る
よ
う
な
市
、
、
つ
く
り
を
期
待
し

て
い
ま
す
。上

田
真
一
郎
さ
ん

(
大
洲
市
長
浜
町
)

ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
長
浜

は
、
赤
橋
や
肱
川
あ
ら
し
で

有
名
な
と
こ
ろ
で
す
。
新
大

洲
市
が
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ

た
っ
て
、
市
長
さ
ん
を
中
心

と
し
た
、
も
っ
と
も
っ
と
住

み
や
す
く
活
気
が
あ
ふ
れ
る

よ
う
な
町
づ
く
り
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
浜
の

良
い
と
こ
ろ
も
し
っ
か
り
生

か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
生
き
生
き
と
し
た
市

に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
願
っ

て
い
ま
す
。
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広栢おおザ 2∞52月号

新しい大洲市へのメッセージ

岩
田

良
一
さ
ん

(
大
洲
市
肱
川
町
)

肱
川
町
で
成
し
得
な
か
っ

た
こ
と
を
、
で
き
る
か
も
と

期
待
し
て
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン

ド
の
早
期
開
通
、
銀
行
の

A

T
M
の
設
置
等
を
各
関
係
機

関
に
是
非
お
願
い
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
都
会
に
い
て
も

田
舎
で
も
、
せ
め
て
そ
れ
く

ら
い
の
同
じ
条
件
で
住
め
た

ら
、
も
っ
と
よ
い
町
に
な
る

ん
」回?っ。藤

田

敦
子
さ
ん

(
大
洲
市
河
辺
町
)

海
あ
り
、

山
あ
り
、
盆
地

あ
り
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を

生
か
し
て
、
一
度
行
っ
て
み

た
い
再
度
訪
れ
た
い
と
思
っ

て
も
ら
え
る
様
な
街
づ
く
り

に
期
待
し
て
い
ま
す
。
冬
は
、

雪
深
い
で
す
が
夏
は
冷
房
い

ら
ず
の
涼
し
い
河
辺
へ
是
非

お
い
で
く
だ
さ
い
。

山
田

尖由
担美
桜子
山え

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

そ
の
兆
し
が
顕
著
な
の
は
小

さ
な
町
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、

地
域
格
差
の
な
い
公
平
・
公

正
な
、
で
き
る
限
り
住
民
の

視
点
の
立
っ
た
行
政
づ
く
り

を
。
ま
た
、
市
民
が
参
加
で

き
る
新
「
大
洲
市
」
で
あ
っ

て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

加
茂
一
司
さ
ん

(
大
洲
市
河
辺
町
)

新
大
洲
市
の
誕
生
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
河
辺
村

は
立
村
以
来
日
年
の
幕
を
閉

じ
、
新
市
へ
の
移
行
は
複
雑

な
気
持
ち
で
す
。
合
併
し
て

よ
り
以
上
の
事
は
望
め
な
い

が
現
状
が
続
く
こ
と
を
望
み

ま
す
。
心
豊
か
で
明
る
い
町

づ
く
り
に
頑
張
り
ま
す
。
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広報おおぜ 2∞52'月号

税の申告|こコビヘて

税
の
申
告
と
納
税
は
お
早
め
に
:

申
告
書
の
受
付
は

2
月
時
日
(
水
)

pfi得税の

:税の相談電話 824 -3635 : 

i税務相談室につながります i 

i国税庁ホームページアドレス i
: http://www.nta.go.jp 

(
圧
生
日

大洲税務署
824 -3115 

櫨

申

申
告
期
限
の

3
月
叩
日
間
近
に
な
る
と
受
付
窓
口
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
確
定
申
告
は
、
早
め
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ

台
風
な
ど
に
よ
り

被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
へ

-
損
害
を
受
け
た
金
額
(
保
険
金
な

ど
に
よ
っ
て
補
て
ん
さ
れ
る
金
額

を
除
き
ま
す
)
が
損
害
を
受
け
た

年
分
の
所
得
金
額
の
印
分
の

l
相

当
額
を
超
え
る
人

・
被
害
を
受
け
た
資
産
の
取
り
壊
し

費
用
な
ど
の
災
害
関
連
支
出
の
金

額
が
、

5
万
円
を
超
え
る
人

台
風
な
ど
に
よ
り
被
害
に
遭
わ

れ
た
納
税
者
の
皆
様
方
に
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

災
害
で
住
宅

・
家
財
等
に
被
害
を

受
け
ら
れ
た
人
に
は
、
所
得
税
の
軽

減
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。次

の
よ
う
な
用
件
に
該
当
す
る
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

，

E
3
3
月
日
日
(
火
)

-
損
害
額
が
住
宅
や
家
財
の
価
額
の

2
分
の

l
以
上
で
、
損
害
を
受
け

た
年
分
の
所
得
金
額
が
l
千
万
円

以
下
の
人

所
得
税
の
軽
減
措
置
の
適
用
を
受

け
る
た
め
に
は
被
害
を
受
け
た
資
産

の
名
称
、
損
失
額
等
の
明
細
、
被
害

に
関
連
し
て
支
出
し
た
金
額
な
ど
を

準
備
し
て
確
定
申
告
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

な
お
、
災
害
に
よ
り
事
業
用
資
産

に
つ
い
て
受
け
た
損
失
は
、
事
業
所

得
等
の
計
算
上
、
必
要
経
費
と
な
り

ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

申
告
書
を
作
成

国
税
庁
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
で
、
所
得

税
の
確
定
申
告
書
な
ど
を
簡
単
に
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
操
作
は

簡
単
で
す
。
ぜ
ひ
、

二
度
試
し
て
み

ま
せ
ん
か
?

画
面
の
案
内
に
従
っ
て
、
収
入

金
額
や
所
得
控
除
金
額
な
ど
の
必
要

事
項
を
入
力
す
れ
ば
、
簡
単
に
申
告

書
が
作
成
さ
れ
ま
す
。
作
成
し
た
申

(市内全域)

既得税の確定申告

説明禽開催のお掘らせ

2月4日(金)

午前 9時 30分~

午前 11時 30分

午後 l時~午後 4時

大洲市長浜

ふれあい会館

受給している年金の申告

が必要な人

※当日、必要な書類が揃っていれ

ば、申告することもできます。

土
・
日
・
祝
日
な
ど
の
休
日
に
大
洲
税

務
署
へ
申
告
書
の
提
出
を
希
望
す
る
場
合

は
、
郵
送
す
る
か
、
税
務
署
玄
関
に
あ
る

時
間
外
収
受
箱
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

告
書
は
カ
ラ
l
プ
リ
ン
タ
ー
で
出
力

し
、
添
付
書
類
と
と
も
に
で
き
る
だ

け
郵
送
に
よ
り
税
務
署
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

大
変
便
利
な
振
替
納
税
の

ご
利
用
を

個
人
事
業
者
の
所
得
税
・
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
の
納
税
の
方
法

に
、
銀
行
な
ど
の
預
貯
金
口
座
か
ら

振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
振
替
納
税

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を

新
た
に
利
用
す
る
場
合
に
は
、
預
貯

金
先
の
金
融
機
関
ま
た
は
、
所
轄
の

税
務
署
に
「
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
還
付
金
の
受
け
取
り
は
「
預

貯
金
口
座
へ
の
振
込
」
が
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。間時

所場

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー

電
話

・
F
A
X
・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
携
帯
電
話
で
の
相
談

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
但
時
間
年

中
無
休
で
自
動
的
に
回
答
し
ま

す
。
利
用
す
る
際
に
は
、
タ
ッ

ク
ス
ア
ン
サ
l
用
の
コ
ー
ド
番

号
が
必
要
で
す
。

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
1
コ
l
ド

表
は
、
税
務
署
や
市
役
所
お
よ

び
商
工
会
議
所
の
窓
口
に
置
い

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

F
A
X

(コ

l
ド
番
号
0
0
1
0
)
で
も

入
手
で
き
ま
す
。

愛
媛
地
域
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ

8
0
8
9
・9
2
1
・7
7
9
9

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ホ

l
ム
ペ
ー

ジ
ア
ド
レ
ス

Z
G一三
当
者
名

gMmg∞当
2
・ロ

g
-

m
0
・]ロ

個人課税部門

824 -3115 

対象者

問い合わせ先

大洲税務署

10一一一



醐おおぜ 2∞52月号

税務課市民税係
包 24ー 2111

(内線 128・129・130)
長浜支所総務課
852 - 1111 

肱川支所総務課
834 - 2311 

河辺支所総務課
839一2111

市県民税の
tt: 
C::J 申

市
県
民
税
の
申
告
は
、
平
成
げ
年

1
月
1
日
現
在
、
大
洲
市
に
住
所
の

あ
る
人
で
、
申
告
義
務
の
あ
る
人
が

対
象
と
な
り
ま
す
。
必
ず

3
月
日
日

ま
で
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
義
務
の
あ
る
人

平
成
同
年
中
に
、
給
与
・
営
業
等
・

農
業
・
不
動
産
・
配
当
な
ど
の
所
得

が
あ
っ
た
人

な
お
、
平
成
同
年
中
の
所
得
の
合

計
額
が
、
各
種
控
除
の
合
計
額
を
超

え
な
い
人
で
も
申
告
が
必
要
で
す
。

税の申告lこついて

申
告
の
必
要
が
な
い
人

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
税
務
署
に

提
出
す
る
人

。
事
業
所
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が

市
役
所
に
提
出
さ
れ
て
お
り
、
所

得
が
給
与
所
得
だ
け
で
他
に
所
得

が
な
い
人

申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
所
得
の
算
出
に
必
要
な
収
支
内
訳

書
・

明
細
書
・
領
収
書
な
ど

③
給
与
・
年
金
な
ど
の
あ
る
人
は
「
源

泉
徴
収
票
」

④
社
会
保
険
料
控
除
の
あ
る
人
は
「
国

民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
、
介

護
保
険
料
な
ど
の
領
収
書
」

⑤
生
命
保
険
料
控
除
、
損
害
保
険
料

控
除
の
あ
る
人
は

「支
払
保
険
料

の
証
明
書
」

⑥
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
「
支

払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
(
原
則

と
し
て
、
医
療
費
の
合
計
額
が

叩
万
円
を
超
え
る
場
合
こ
な
ど

⑦
雑
損
控
除
を
受
け
る
人
は
「
損
失

額
の
明
細
室
旦
「
損
害
に
関
す
る
証

明
書
」
な
ど

申
告
書
に
つ
い
て

従
来
は
、
申
告
書
を
送
付
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
回
の
申
告
よ
り
ハ
ガ

キ
に
よ
る
案
内
と
な
り
ま
し
た
。
自

主
申
告
を
さ
れ
た
い
人
は
、

申
告
書

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
(
市
役
所
・
各
支
所
・
各
申

告
会
場
の
窓
口
に
も

2
月
刊
日
以
降

に
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
市
役
所
ホ

ー
ム
ベ

l
ジ
か
ら
用
紙
の
ダ
ウ
ン

ロ

ー
ド
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
)

ま
た
、
新
た
に
申
告
が
必
要
と
な

っ
た
人
は
、
自
主
的
に
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

午前 9時 30分 ~

午前 11時 30分

午後 l時~午後4時

大洲市総合福祉センター

受給している年金の申告

が必要な人

※当日、必要な書類が揃っていれ

ば、申告することもできます。

ぜ

告

ら
申
畑

恵

お
躍
の

の

値

)
税

関

調
得

禽

附
蹄

明

怖

説

2月8日{火)-10目(木)

個人課税部門

B 24 - 3115 

申
告
相
談
に
つ
い
て

市
で
は
、
次
の
日
程
で
市
県
民
税

の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。
市
役
所

税
務
課
と
各
支
所
な
ど
を
会
場
に
実

施
し
ま
す
。
申
告
に
つ
い
て
分
か
ら

な
い
こ
と
や
、
ご
相
談
の
あ
る
人
は

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
度
の
申
告
相
談
は
旧

市
町
村
ご
と
で
の
受
け
付
け
と
な
り

ま
す
。

問い合わせ先

大洲税務署

間

場所

対象者

時

申告相談日程表

けますが、極力己の日にお越しください。

は申告相談ができませんのでご注意ください

なお、期間中はj毘3歩合いますので、申告相談に時間がかかる場合があります。ご迷惑を
おかけしますが、皆様のご理型車とご協力をお願いします1
※ 申告相談をされる人は、」自身がお住まいの旧市町村(平成17年 1月 1日現在の住所

地)の各会場へお越しください。

一一一 11



広報おおず 2∞52月号

市長選挙のお知らせ

一

山
周
年
記
念
の
発
表
会
を
聞
き
ま

一
す
。
団
員

一
同
張
り
切

っ
て
練
習
に

一
励
ん
で
い
ま
す
。

一

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

一
O
日
時

一

2
月
初
日
(
土
)
午
後
1
時

開

場

一

午
後
1
時
叩
分
開
演

一
O
場
所

大
洲
市
民
会
館
大
ホ

l
ル

一
O
内
容

合
唱

一

・
蔵
つ
く
り
の
あ
る
町

一

・
宮
崎
駿
ア
ニ
メ
メ
ド
レ
ー

一

・
ぼ
く
の
お
う
え
ん
か
他

一
O
賛
助
出
演

一

・
大
洲
小
学
校

一

・
合
唱
団

「歌
姫
」

一

・
後
藤
登
久
子
(
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
)

一
O
入
場
料

一

無
料
※
駐
車
場
は
有
料

-
O
問
い
合
わ
せ
先

平
小
学
校

一

こ
う
と
く

一
宮
⑮
3
5
5
8
(神
徳
ま
で
)

午前 8時30分から午後 5時まで
大洲市役所2階大ホール

・期目前および不在者投票期間・場所
2月7日開)から 2月 12日出まで
午前8時30分から午後8時まで

大洲市役所 2階大ホール
以下の方は該当する住所地の支所または市役所大ホ
ールで投票できます。
-旧長浜町内にお住まいの方
…長浜体育館 1階会議室

※青島にお住まいの方は青島コミュニティーセンターで
も投票できます。
(2月8日伏)午前9時~午後3時のみ。悪天候時は翌日)

.旧肱川町内にお住まいの方
…・・大洲市役所肱川支所 3階会議室
.旧河辺村内にお住まいの方
…大洲市役所河辺支所 2階会議室

.選挙会(開票)の日時・場所
2月 13日目) 午後 9時 30分から
大洲市役所 2階大ホール

問い合わせ先
市選挙管理委員会

12一一一

ー
一O
閏
年
記
念
コ
シ
サ
l
ト
の
ご
案
内

m
l年
記
念
コ
シ
サ
ト
め
ご
案
内

固です

824-2111 (内線 329)

第
叩
固
「
奮
の
コ
ン
ザ

l
ト』

大
淵
少
年
少
女
含
暗
団
発
裏
書

明るい選挙

大
洲
ふ
じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス
は
結
成

以
来
お
年
目
を
、
ま
た
、
春
の
コ
ン

サ
ー
ト
は
印
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

第
叩
回
目
を
記
念
し
て
、
今
年
は

プ
ロ
の
演
奏
者
を
迎
え
楽
し
い
集
い

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

お
楽
し
み
に
皆
様
お
誘
い
併
せ
の

上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

。
日
時

3
月
5
日
(
土
)

午
後
1
時

間

場

午
後
l
時
加
分
開
演

大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

t志
みん怠で揚票、

2周 13日〈目)

市長選挙の揚
日投票できる人B
・年齢

日本国民たる満20歳以上の人
(昭和60年 2月 14日以前に生まれた人)

・住所
引き続き 3ヶ月以上大洲市に住所を有し、住民基本

台帳に記録されている人。
(旧市町村間で異動のあった方も、旧市町村間で継続
して 3ヶ月以上、住民基本台帳に記録されていれば投
票できます。)

自選挙の目程B
.投票日 2月 13日(日

午前 7時から午後 8時まで
※一部閉鎖時間の繰上げあり

f金 t受 票 所 閉じる時間
票 豊 品a 公 民 銭 午後 7時
繰 長 j兵

戒川小学校へき地集会室 午後 7時
上げ

肱 )11 中 j章 集 コ4玄込 所 午後 7時
を

老 人 福 祉 セ ン タ ー 午後 7時す
る

j可 辺
農 業構造改善センタ ー 午後 7時

f金 ふるさと生活館 午後 7時
EZEZミZ 

所 地主或活性化センタ ー 午後 7時

。
場
所

。
内
容

独
唱
、

O
出
演

と

し

え

ぎ

よ

う

て

ん

森

敬

裏

(

ソ

プ

ラ

ノ

)

行

天

祥
晃
(
テ
ノ
ー
ル
)
、
佐
藤
麻
美
子

(
ピ
ア
ノ
)
、
内
子
町
並
エ
コ

l
(内

子
)
、
コ
ス
モ
ス
コ
ー
ラ
ス
(
宇
和
)
、

ボ
1
イ
ズ
ふ
じ
か
げ
(
大
洲
)
、
大

洲
ふ
じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス

。
入
場
料

無
料
※
駐
車
場
は
有
料

。
問
い
合
わ
せ
先

大
洲
ふ
じ
か
げ
コ
ー
ラ
ス
事
務
局

E
@
4
2
7
8
 

三
重
唱
、
合
唱
な
ど

.告示日 2月6日目)

.立候補届出説明会
1月24日(月) 午後 l時30分から
大洲市役所2階大ホール

.立候補届出日および場所
2月6日目)

実



踊おおず 2∞5 2月号

長浜都市計画用途地域の指定素案

社会保険事務所からのお知らせ

県内の社会保険事務所の年金相談窓口では、下記の

とおり、毎週月曜日の年金相談の時間延長および休日

における年金相談を実施いたしますので、ご利用くだ

さい。

1.毎週月曜日は、年金相談を午後 7時まで延長します。

(注 1)月曜日が祝日の場合は、火曜日となります。

(注2) 2月28日(月)は、システムの都合により、時間

延長できません。通常どおり、午後 5時まで

の相談となります。

2. 休日開庁による年金相談を実施します。

2月19日比)、 20日目、 3月12日出、 13日目)は、社

会保険事務所を開庁して、年金相談を実施します。

相談時間 午前 8時30分~午後 5時まで

3. 実施の社会保険事務所

松山東社会保険事務所 松山市朝生田町1-1-23

8089-946-2146 

松山西社会保険事務所

宮 089-925-5105

新居浜社会保険事務所

80897-35-1300 

今治社会保険事務所

80898-32-6141 

愛媛社会保険事務局宇和島事務所

字和島市天神町4-43 80895-22-5440 

(注 3)なお、平成 17年4月以降の実施については、

未定です。

松山市南江戸3-4-8

新居浜市庄内町1-9-7

今治市別宮町6-4-5

「
長
浜
都
市
計
画
用
途
地
域
の
指
定
素
案
」
に

つ
い
て
説
明
報
告

8
長
浜
町
都
市
計
画
審
議
会
を
開
催

8

企審議会であいさつをする西田旧長浜町長

昨
年
ロ
月

8
日
、
長
浜
町
役
場

(
現
長
浜
支
所
)
で
長
浜
町
都
市

計
画
審
議
会
を
開
催
し
、
「
長
浜

都
市
計
画
用
途
地
域
の
指
定
素

案
」
に
つ
い
て
、
長
浜
町
か
ら
説

明
報
告
を
行

っ
た
後
、
出
席
委
員

に
意
見
照
会
を
行
い
、
素
案
ど
お

り
手
続
き
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

了
承
さ
れ
ま
し
た
。

「
長
浜
都
市
計
画
用
途
地
域
の

指
定
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
住

民
説
明
会
等
の
開
催
や
新
市
の
都

市
計
画
審
議
会
へ
の
諮
問
・
答
申

等
を
経
て
、
平
成
げ
年
度
中
に
都

市
計
画
決
定
を
行
う
予
定
で
す
。

愛媛社会保険事務局

時間延長などのスケジュール

2月

回月 土

5 

ロ
回
初

金

4 

10 

木

17 

3 

水

9 

16 

2 

火

8 

15 

昨
年
7
月
の
救
急
救
命
士
法
の
改

正
に
よ
り
、
心
臓
・
呼
吸
の
停
止
し

て
い
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
気
管
内

チ
ュ
ー
ブ
を
用
い
た
気
管
挿
管
が
認

定
救
急
救
命
士
に
よ
っ
て
行
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
大
洲
消
防
署
で

24 23 22 

28 27 

量殺
永嶋聡色調'. 

5

回
四

土

26 

にコ平日時間延長日
仁コ 休日開庁日

金

25 

10 

24 

木

17 

31 

3 

7.1< 

16 

23 

30 

2 

9 

火

3月

回月

企山本救急救命士

は
気
管
挿
管
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

認
定
救
急
救
命
士
の
養
成
を
進
め
て

い
ま
し
た
が
、
は
月
口
日
に
大
洲
消

防
署
勤
務
の
山
本
救
急
救
命
土
が
愛

媛
県
下
で
も
初
の
認
定
救
急
救
命
士

と
な
り
ま
し
た
。

気
管
挿
管
を
行
う
た
め
に
は
、
医

学
的
知
識
や
高
度
な
技
術
が
必
要
で

あ
る
た
め
十
分
な
研
修
を
積
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
認
定
を
受

け
る
た
め
に
は
、
愛
媛
県
消
防
学
校

で
研
修
や
訓
練
を
積
ん
だ
後
に
、
実

習
先
医
療
機
関
に
お
い
て
叩
症
例
以

上
の
挿
管
実
習
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。大

洲
消
防
署
で
は
、
救
命
効
果
の

向
上
の
た
め
現
在
も
第
二
、
第
三
の

認
定
救
命
士
の
養
成
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

一一一一 13



広縄おおず 2∞52月号

愛媛県警察平成17年の目標

重点目標

警察改革を推進す
るとともに、県民

~ 『県民の皆織へj
-愛媛県警察 平成 17年の目標一

愛媛県警察は、この 1年、次の 6つの目標を重点に取り組みます。
県民の皆様のご理解と ご協力をお願いします。

主な取組内容

2 県新民の信時頼代に りに努めます。
3 たな の
1 事件 ・事故の尭こ要遭た牛請わえ状にれる況こた曹たや方察防えに職犯る、員組に捜の役捕査育立づの成つく進と情り行職報に状場努を祝環積めや壇極ま犯づす的罪く。に尭{百します。

の皆様のご意見・
4 犯す罪。の被害に 行 罪被害給付制度等についてお知らせし、支援

ご実要望やご相談に しま
誠 に対応します。 5 警察安全相談やストーカー・ DV事案に的確に対応します。

1 てムったくり等の「街頭犯罪Jや「侵入犯罪Jの防止と検挙に努めます。

「街頭犯罪等Jや「侵 2 パトロール等の街頭活動を強化 します。
3 入犯挙罪」 の防止

と検 に取り組み 4 
殺人や強盗等の請「重求要、犯罪Jの徹底的な検挙に努めます。
ヤミ金融、架空 オレオレ詐欺や産業廃棄物の不法投棄及びインターネット等情報技術を

ます。 悪用した犯罪の取締りを強化 します。
5 科学技術を活用した捜査を積極的に推進します。

1 非行グループの解体や万引き防止に向けた活動を強化します。
少向年の健全育成に 2 非行や不良行為を見逃すことなく、 検挙・環補境導の活浄動化をに強取化りします。

けた総合的な対 3 出会い系サイト等の少年少女を取り巻く有害 組みます。
策を推進します。 4 犯罪の被害に遭った少年少女に対する立ち直りを支援するとともに、児童虐待事案に適切に対

応します。

暴力団の取締りを徹底します。
暴力団などの組織 2 暴力団の対応要領について助言・指導を行うなど、暴力団を社会から排除する活動を推進します。
犯罪の検挙に取り

3 けん銃や覚せい剤等ごよのる取組締織り的を窃強盗化事し件まのす取。締組みます。 4 来日不良外国人等l りを強化します。

1 
交通事故を抑止し、

高齢事者への安全指導や父通教室等により、父通事故防止を図ります。

安社全で快実適な交通
2 交通 故の原因となる悪質・危険性の高い交通違反を重点とした取締りを強化します。
3 信号機者等の交通安全施交設を整備し、歩行者や自転車利用者の安全を確保します。会の現に取 り 4 運転 にタイム リーな 通情報を提供し、安全で快社適な運転づを支援します。組みます。 5 徹底した暴走族の検挙に努め、暴走族を許さない 会環境 くりを推進します。

ァロ等即を応未で然きにる防警止備し諸、
有事に

1 重要施設・ライフラインの警戒など、各種テロの未然防止に向けた諸対策を推進します。

対策を推進します。 2 東南海・南海地震等の大規模災害や突発的な重大事案に対する備えを万全にします。

く〉犯 罪 を 見 たら、聞いたら 110番 ! 汁 ープ

<>困りごとなどの警察安全相談は、#: 9110番
詳 しくは、http://www.police.pref.et可ime.jplをご覧ください。

大洲地区の汲取り受付センター (25-1010)が
3月31日で廃止となります。

4月 1日から申し込みは、下記のとおり 、担当地区の業者に直接連絡をお願いいたします。

担 当地区 業 者 名 電 話 番 号

肱南・久米 ・平野 ・南久米 上石衛生社 24-2 6 5 5 

徳森(城・野久保・野田・土肥)・
大洲喜多衛生業共同企業体 25-2314 

官田 ・大川|・柳沢

肱北・喜多(五郎 5区・慶雲寺を
備)中村衛生社 25-6150 

除く)

新谷・ =善・五郎 5区・慶雲寺・
八多喜の一部・徳森(中山東・中 備)脇坂衛生 43-1861 
山西 ・小鳥越・西松ヶ花)

上須戒
情)青松興業 5 2 -0 4 7 2 

八多喜(表米津、湯の子の一部)
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広報おおぜ 2∞52月号

平成17年度交通災害共済のお知らぜ

|市民 I

Eヨ|
jjl 
阪司|
Eヨ|

Eヨ|
町二置|
3月1日
受付開始

日
本
国
内
で
、
航
空
機
・
船
舶
・

汽
車
・
電
車
・
パ
ス

・
モ
ノ
レ
ー
ル
・

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
・
自
動
車
・
原
動
機

付
自
転
車
・
自
転
車

・
荷
車
・
車
い

す
等
の
交
通
に
よ
り
、
歩
行
者
や
交

通
乗
用
具
に
乗

っ
て
い
る
共
済
加
入

者
が
軌
道
そ
の
他
道
路
交
通
法
に
規

定
す
る
道
路
等
(
一
般
の
交
通
の
用

に
供
す
る
場
所
)
で
交
通
乗
用
具
の

接
触
ま
た
は
衝
突
等
に
よ
り
災
害
を

受
け
た
場
合
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
無

免
許
運
転
、
飲
酒
運
転
、
故
意
、
自

殺
に
よ
る
事
故
は
同
乗
者
を
含
め
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

万
一
、
事
故
に
遭
っ
た
と
き
は

自
損
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
で
も
、
軽

い
ケ
ガ
で
も
必
ず
警
察
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
洲
市
総
務
課
地
域
安
全
係

E
@

2
1
1
1
(内
線
3
2
2
)

大
洲
市
長
浜
支
所
総
務
課

E
@
1
1
1
1
(内
線

1
7
)

大
洲
市
肱
川
支
所
総
務
課

E
@
2
3
1
1
(内
線
1
1
1
)

大
洲
市
河
辺
支
所
総
務
課

宮

@

2
1
1
1
(内
線
1
1
6
)

各
行
政
区
の
区
長
を
通
じ
て
申
込
書
(
住
所

・
氏
名
記
入
済
み
)
を

配
布
し
ま
す
。
万
一
の
場
合
に
備
え
て
、
家
族
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
申
込
に
つ
い
て

交
通
災
害
共
済
に
加
入
を
希
望
す

る
人
は
、
各
行
政
区
の
区
長
を
通
じ

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
区
(
組
)
入
り
し
て
い
な

い
加
入
希
望
者
の
う
ち
、

旧
大
洲
市

の
肱
南

・
久
米
・
肱
北
・

喜
多
・
平

地
区
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
大
洲
市

愛媛県市町村交通災害共済加入申込書

NQ 氏 名 盤理番号 加入 掛金

2 

3 

4 

追加加入者 5 

~ 
氏名

|生相日|性別| 掛壷

6 

7 

8 

9 

|共済期間 |自平成印刷月l日至平成17年3月31日 10 

掛金額百十
平成 年 月 日 取扱査

平成17年度

支払われる保険金
災害見舞金の支払額

災害の程度 金額

死 亡 1，000，000円
医師の治療実日数360 200，000円
日以上の傷害

医師の治療実日数180日 175，000円
以上360日未満の傷害

医師の治療実日数96日 150，000円
以上180日未満の傷害

医師の治療実日数80日 125，000円
以上96日未満の傷害

医師の治療実日数64日 100，000円
以上80日未満の傷害

医師の治療実日数48日 75，000円
以上64日未満の傷害

医師の治療実日数32日 50，000円
以上48日未満の傷害

医師の治療実日数16日 30，000円
以上32日未満の傷害

医師の治療実日数 7日 10，000円
以上16日未満の傷害

'
A
纏
・
筒
和
教
富
シ
リ
E
ズ

No.7 

「
宅
う
一
度
家
庭
を
周
直
し
ま
し
ょ
う
」

私
た
ち
は
、
人
間
と
し
て
、
み

な
同
じ
で
す
。
人
間
の
上
に
も
っ

と
え
ら
い
人
聞
が
い
る
は
ず
も
な

く
、
人
間
の
下
に
も
っ

と
い
や
し

い
人
聞
が
い
る
わ
け
も
あ
り
ま
せ

ん
。
男
が
女
よ
り
優
れ
、
女
が
男

よ
り
劣
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
。
み
な
同
じ
人
間
で

あ
る
な
ら
ば
、
こ

の
世
に
生
き
て

い
く
た
め
に
、
差
別
を
う
け
る
理

由
は
な
い
の
で
す
。
差
別
の
な
い

こ
と
を
平
等
と
言
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
一
度
家
族
の
あ
り

方
を
問
い
直
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
家
族
の
み
ん
な
が
楽
し
く

過
ご
す
、
思
い
や
り
の
あ
る
明
る

い
円
満
な
家
庭
を
、
子
ど
も
た
ち

は
真
に
望
ん
で
い
る
の
で
す
。
夫

婦
問
で

一
致
協
力
し
て
子
育
て
に

あ
た
り
た
い
も
の
で
す
。
父
親
も

子
育
て
へ
の
役
割
を
十
分
果
た
し
、

し
つ
け
の
方
針
な
ど
は
夫
婦
問
の

足
並
み
を
そ
ろ
え
、
家
族
ど
う
し

の
会
話
を
増
や
し
、
家
族
の
き
ず

な
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
家
庭
内
で
、
子
ど
も
に

と
っ
て
不
愉
快
な
こ
と
の

一
つ
に

兄
弟
の
取
扱
い
上
の
ち
が
い
が
あ

り
ま
す
。
親
と
し
て
不
用
意
に
出

る
一
言
が
子
ど
も
を
ど
れ
ほ
ど
傷

つ
け
て
い
る
か
を
考
え
て
み
た
い

も
の
で
す
。

家
庭
内
で
よ
く
聞
か
れ
る
言
葉

「
兄
の
く
せ
に
:
」

「
だ
か
ら
、
あ
ん
た
は
だ
め
な
子
だ

逆
に
弟
に
対
し
て

「
兄
ち
ゃ
ん
は

O
O高
校
へ
い
っ
た

の
に
あ
ん
た
は
:
」

「
兄
ち

ゃ
ん
は
そ
ん
な
子
で
は
な

か
っ
た
の
に
・
」
と
。

た
だ

一
時
の
感
情
の
お
も
む
く

ま
ま
に
表
現
す
る
こ
と
ば
が
意
外

に
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
親
が
、
こ
の
よ

う
な
言
葉
を
口
に
し
た
と
き
、
子

ど
も
は
反
論
し
て
く
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
時
に
、

「
子
ど
も
の
く
せ
に
」
と
か

「
こ
理
屈
ば
か
り
言
わ
な
い
で
・
:
」

と
か
言
っ
て
、
子
ど
も
を
封
じ
こ

め
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
が
ち
で

す。
一
人
一
人
の
子
ど
も
を
よ
く
見

つ
め
、
個
性
を
尊
重
し
、
そ
の
言

い
分
に
つ
い
て
、
子
ど
も
と
と
も

に
考
え
て

い
く
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

ま
た
、

家
族
み
ん
な
が
、
そ
の

立
場
を
認
め
合
い
、
子
ど
も
の
言

い
分
を
十
分
に
聞
き
、
親
自
身
冷

静
に
判
断
し
て
、
純
真
な
子
ど
も

に
差
別
的
な
扱
い
の
な
い
よ
う
心

が
け
た
い
も
の
で
す
。

子
ど
も
と
と
も
に
学
び
、
と
も

に
育
つ
と
い
う
親
の
姿
勢
を
持
ち

た
い
も
の
で
す
。

一一ーー 15

役
所
3
階
総
務
課
地
域
安
全
係
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
支
所
、

連
絡
所
の
あ
る
地
区
に
住
ん
で
い
る

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
最
寄
り
の
支
所
、

連
絡
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

加
入
資
格

大
洲
市
に
居
住
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
さ
れ

て
い
る
方
、
お
よ
び
共
済
加
入
者
の

被
扶
養
者
で
大
洲
市
外
に
居
住
し
て

お
ら
れ
る
方

掛

金大
人

6
0
0
円

、

中
学
生
以
下

2
5
0
円

む

共
済
期
間

下

平

成
げ
年

4
月
1
日
か
ら
1
年
聞

い

保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
と
き

臥

適

用
と
な
る
交
通
事
故
と
は

を×
 

書込由同
1入

品
川
M

斗」白人'ν F
ふ

チ
'れさ入令
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ε3Q@ お 3 i、

11月 1日付けで発令され芝30人の長浜町消防団女性団員の
初めての研修会が 12月17目、長浜町役場会議室で開催されま
しだ。会では、団長あいさつ|こ続き自己紹介を行った後、守
田嘉j羊長浜支署長から団員の身分や任務、消防団の現状や役
割の講義を受け左。団員らは、女性消防団員としての心構え
を真剣lこ学んでいましだ。

12月19目、特別養護老人ホームとみす寮で恒例のちちつき
大会が聞かれましだ。

この行事1cJ:、ソフトボールチーム「ウイングス」とボランテイ
アの皆さんが平成12年から毎年、年末をt空えたこの時期|こ開
催しているものです。入所者の皆さんは、っき芝てのおもち
を!ここやかlこ頬張っていましたさ。

12月20目、沼辺村基幹集落センターで老人クラブlこよりま
すしめ飾り作りが行われましだ。このしめ飾りは、 12月22日
lこ受通安全祈願祭でおj被いをうけ芝後、 j司辺中学校生徒の皆
さんが]斤った折り鶴と共lこ交通安全茶屋でドライパーの皆さ
ん|こ配られましだ。

糸東流空手の第10回7フジ7フ太平洋選手権大会が12月4白か
ら5日までのマレーシアで開2P少年形の部iこ巳本代表と

して出場した肱川道場の山口航 (肱川中学校 3年生)選手が
見事優勝し、金メダルを獲得しましだ 。同じく少年組手の部
ではJ惜しくも準優勝。昨年はモスクフ大会でも形の部優勝し
ており、今後さらなる飛躍が期待されます。

-ーーー1'....1，11=隠遁Sf~1宿主ーーーーーーーー
大洲地区
日時 2月15日制 午前10時~正午
場所 平公民館

日時 2月21日開午前10時~正午
場所 市役所3階会議室
肱川地区
日時 2月1日制午前 9時~正午
場所 肱川公民館青年室
河辺地区
日時 2月10日制 午前10時~正午
場所 河辺基幹集落センタ
問い合わせ先 急ぐときは法務局ヘ824-4155

E・E・_....活!i事語審請鞠信事局1m重量li=験圃圃圃圃圃圃圃

日時 毎週月・水・金曜日 (休日除く)
場所午前9時~午後4時
問い合わせ先 法務局へ824-4155
ーーーーーーーー一回踊~5!厩首都珊主主当ーーーーーーーーー
大洲地区
日時 2月22日制午前9時~正午
場所 市役所 3階会議室
問い合わせ先 824-5072 (山本)824-4294 (辻)
肱川地区
日時 2月4日樹午後1時30分~午後4時30分
場所 肱川公民館青年室
河辺地区
日時 2月10日同 午前10時~正午
場所 河辺老人福祉センター
E _ ___  i~iE藷

大洲地区

日時 2月7日(月)目22日ω午前10時~午後3時30分
場所 大洲商工会議所
問い合わせ先 松山西社会保険事務所8089-925-5105
長浜地区
日時 2月10日制午前10時~午後3時30分

2月21日開午前9時~午前11時30分
場所長浜町商工会
問い合わせ先 長浜支所福祉課852-1111
-E・E ・・E ・-，回「百四圃眠21;駿ーーーーーーーーーーー
大洲地区
日時 一般相談毎週月 ・水曜日

法律相談毎週火-木曜日
介護相談毎週金曜日

時間 午前10時~正午、午後1時~午後4時
※祝日-年末年始を除く

場所 総合福祉センター (相談室直通)823-5629 
問い合わせ先 総合福祉センター1階社会福祉協議会

窓口 823-0313 
長浜地区
日時 2月25日樹午前9時~午後 3時
場所長浜保健センター
問い合わせ先 長浜社会福祉協議会852-1111
肱川地区
日時 2月4日倒 午後1時30分~午後4時30分
場所 肱川公民館青年室
問い合わせ先 肱川支所834-2311
河辺地区
白時 2月10日休) 午前9時~正午
場所 河辺老人福祉センター
問い合わせ先 河辺支所839-2111

E ・E ・ ・E ・-者彰司品監重1;勝ーーーーーーーーーーー
全地区

日時 月~金 午 前8時30分~午後5時
祝日・年末年始を除く

場所 市役所高齢福祉課
問い合わせ先 824-2111 (内線169)
一一一一-畢盤面堀達F一一一一一ー

全地区
日時 月~金午前8時30分~午後5時

祝日-年末年始を除く
場所 青少年センタ
問い合わせ先 824-7830 
-E・E・-ーーーぜ唱E雇EョII'!... ...::ョ~~I;;1'í縄警牽l'.__  _ 

日 時 月~木午前B時30分~午後5時15分
祝日・年末年始を除く

場所 国立大洲青年の家
問い合わせ先 824-1414 
ーーーーーーーーー-・Lt謀議諸量Ij=験ーーーーーーーーーー
日時 2月15日制午前9時~午後4時
場所 宅建協会大洲支部
問い合わせ先 (有)上回喜六不動産824-4452

大洲地区のみ受付

汲取り受付センタ- 8⑮ 1010 

※長浜・肱川・1可辺地区にお住まいの皆さんは、

汲取り業者まで直接ご連絡ください。
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広帽おおぜ 2∞52月号

第 8回国際婦人デー
記念講演会のご案肉

「国際ソロプチミス ト大洲」では、次により今年も記念

講演会を開催します。

皆様、おさそいあわせの上多数お越しください。

日 時 2月 20日日)午後 1時 30分~午後 3時

場所 大洲市総合福祉センタ- 4階多目的ホール

演題 「夢は汗かきでしたJ
~いのち輝いて大切なのは生きること~

ゆきえ

講師 浅野幸江(ギャラリ ーしろかわ館長補佐)

入場 無料

駐車場 有

問い合わせ先

解
雇
、
セ
ク
ハ
ラ
、
賃
下
げ
:
・

職
場
ト
ラ
ブ
ル
の
榔
談
は
労
働
局
へ

(
愛
媛
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
)

職
場
で
の
処
遇
や
待
遇
、
従
業
員
の
労
務
管
理
等
に

つ
い
て
、
疑
問
に
思
っ
た
り
、
悩
ん
だ
り
し
て
い
ま
せ

ん
か
ワ

愛
媛
労
働
局
で
は
、
職
場
で
の
悩
み
や
紛
争
を
解
決

す
る
た
め
情
報
提
供
、
紛
争
解
決
制
度
を
無
料
で
提
供

し
て
い
ま
す
。

経
営
者
、
従
業
員
ど
ち
ら
の
立
場
の
方
も
利
用
で
き

ま
す
の
で
、
悩
ん
で
い
な
い
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

(
問
合
せ
先
)

愛
媛
労
働
局
総
務
部
企
画
室

8
0
8
9
・9
3
5
・5
2
0
8

松
山
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

宮

0
8
9
・9
3
5
・5
2
1
5

ft 24 -4278 講演会事務係

.-f 

.-f 

.-f 

J 

~.( 

.-f 

.-f 

，、「

.-f 

.-f 

、 詳しくは、愛媛県男女参画課 ft 089-912-2332 
J 企画調整課男女共同参画係 官 24-21日 J 

(内線 523) ~( 

~.{ 

ぷ ※内閣府では、配偶者からの暴力被害者支援情報サ ~( 
イトを開設しています。

http://www.gend叫 Ojph-vawllawolhtm f 

_( ;rオ J々々々々~( .:r ~( .:r ~( .:r ~:r ~:( .:r ~( ~( ~'r ~(;( ;( 

~( ~( ~( ~( ~( ~( .-f .-f 

~輝nrラ"'"Vol.l 

連載シリーズ

配偶者からの暴力で悩んでいる方ヘ
配偶者暴力防止法が改正されました。

保護命令の対象を、子供や離婚した元配偶者まで

拡大するとともに、退去命令の期間を 2ヶ月に延長

することなどを柱とした改正法が成立し、平成 16
年 12月2日に施行されました。

0 改正の主な内容
1 r配偶者からの暴力jの定義の拡大
2 保護命令制度の拡充

①離婚後も暴力が続く場合、元配偶者も対象と

する。

②被害者と同居する未成年の子供も接近禁止命

令の対象とする。

③退去命令の期間を 2ヶ月に拡大する。

④退去命令についても再度の申し立てを可能と
する。

市町村による配偶者暴力相談支援センター業

務の実施が可能

基本方針及び基本計画の策定

被害者の自立支援の明確化
警察本部長等の援助

苦情の適切かつ迅速な処理

国籍、障害の有無を問わない人権の尊重

3 

4
A
F
b
n
b
ワ
f
Q
U

‘J

tJ

、J

、J

、J

、J

‘J

、J

、J

、J

‘J

、J

‘J

、J

tJ

‘J

、J

、J

‘J

、J

、〆パ
‘J

、〆A

、J

大
淵
神
信
満
保
存
舎
に
よ
る
シ
リ
ー
ズ

大
淵
発
祥
の
神
伝
流
滋
法
①

主
と
し
て
江
戸
時
代
に
創
始
さ
ま
す
が
、
加
藤
主
馬
の
あ
と

二

れ
、
現
在
も
伝
承
活
動
を
し
て
い
代
目
は
岡
如
柳
斎
、
(
主
馬
は
、

る
日
本
泳
法
が
十
二
流

派

あ

り

ま

一

六

二
O
年
大
洲
を
去
る
)
三
代

す
。
中
で
も
神
伝
流
は
歴
史
の
古
目
か
ら
蓑
島
太
兵
衛
を
名
乗
る
人

さ
と
伝
播
の
広
さ
で
指
折
り
の
泳
が
代
々
承
継
し
、
こ
の
太
兵
衛
の

ぎ
で
す
。

名
は
明
治
の
初
期
ま
で
存
在
し
、

と
こ
ろ
が
、
『
灯
台
下
く
ら
し
』
墓
碑
は
中
村
東
禅
寺
上
に
あ
り
ま

の
諺
ど
お
り
、
市
民
の
皆
様
方
も
す
。
蓑
島
家
の
家
記
に
よ
る
と
最

身
近
な
事
情
に
う
と
く
、
保
存
会
後
の
人
も
水
練
は
達
者
で
あ
っ
た

員
も
手
近
な
こ
と
が
か
え
っ
て
わ
由
。

[文
責
・

井
手
]

か
り
に
く
い
状
態
で
す
。

そ
の
第

一
は
、
旧
大
洲
領
内
で

江
戸
時
代
の
神
伝
流
の
免
状
・
目

録
・
伝
書
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と

で
す
。

大
洲
か
ら
伝
わ

っ
た
松
山
、
松

山
か
ら
津
山
(
岡
山
県
)
、
広
島

へ
伝
わ
っ
た
免
状
・
伝
書
等
の
史

料
は
現
存
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、

そ
れ
ら
の
史
料
は
す
べ
て
、
神
伝

(
主
馬
)
流
の
元
祖
が
加
藤
家
初

代
大
洲
藩
主
貞
泰
の
従
弟
で
家
老

で
あ
っ
た
加
藤
主
馬
で
あ
り
、
六

代
固
ま
で
大
洲
藩
士
が
承
継
し
た

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
(
写

真
参
照
)

注
目
し
た
い
の
は
第
七
代
松
山

藩
士
伊
東
祐
根
で
す
。
こ
の
人
は

松
山
藩
の
水
練
師
役
で
、
出
生
は

大
洲
藩
の
弓
削
家
で
す
が
水
練
の

業
を
懇
望
さ
れ
て
松
山
の
伊
東
家

へ
養
子
入
り
し
た
人
で
す
。
水
練

中
興
祖
と
刻
さ
れ
た
墓
碑
が
中
の

川
筋
蓮
福
寺
に
現
存
し
ま
す
。
こ

の
墓
碑
に
は
大
洲
発
祥
の
こ
と
も

刻
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
大
洲
は
六
代
で
途

切
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
出

垂

t 
，fJ: 
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広紐おおず 2∞52月号

くらしの情報

• S誠~
保健センター 823-0312 (大洲地区)

長浜保健センター852-3055(長浜地区)

肱川保健センター834-2340(肱川地区)

河辺保健センター839-2111(河辺地区)

2
月
の
書
種
検
診
・
相
談

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
・-a
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
2月
1
日
(
火
)
平
成
凶
年
9
月
生
ま
れ

(
こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

0
2
月
日
日
(
火
)
平
成
日
年
7
月
生
ま
れ

0
2月
辺
日
(
火
)
平
成
凶
年
1
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
l
時

i
午
後
1
時
加
分

持
参
品

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

【
市
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
2月
8
日
(
火
)
平
成
凶
年
4
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
前
9
時

i
午
前
9
時
加
分

持
参
ロ
叩

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ

l

ト

・
パ
ス
タ
オ
ル

【栄
養
相
談
】

予
約
制

0
2
月
幻
日
(
水
)

相
談
時
間

午
前
日
時
1
正
午

午
後

1
時

1
午
後
3
時

健
康
手
帳

持
参
口
問

長
浜
保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
・
・・
長
浜
保
健
セ
ン
タ
ー

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
2
月
四
日
(
金
)
平
成
同
年

3
・
4
・
6

7
・
9
・
日
月
生
ま
れ

受
付
時
間

午
後
1
時

1
午
後
1
時
叩
分

(
こ
の
日
は
パ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
)

持
参
品

母
子
健
康
手
帳
・
ア
ン
ケ
ー
ト

肱
川
保
健
セ
ン
タ
ー

【乳
児
健
康
診
断
】

0
2
月
9
日
(
水
)
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
後
l
時

1
午
後
l
時
叩
分

【
1
歳
6
カ
月
児
・

3
歳
児
健
康
審
査
】

0
2
月
日
日
(水
)
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
後
1
時

1
午
後
l
時
加
分

【
元
気
印
教
室
】

0
2
月
日
日
(
木
)
肱
川
町
公
民
館

時
間

午
後
日
時

i
午
後
1
時
叩
分

【
リ
ハ
ビ
リ
教
室
】

0
2
月
日
日
(
木
)
肱
川
町
公
民
館

時
間

午
後
1
時

1
午
後
1
時
叩
分

【
健
康
づ
く
り
料
理
教
室
】

0
2
月
お
日
(
水
)
岩
谷
自
治
セ
ン
タ
ー

時
間

午
前
日
時

1
午
後

3
時

8
@
3
1
6
5

予
約
制

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
】

O
毎
週
火
曜
日

午
前
日
時

1
正
午

【難
病
医
療
相
談
】

O
第

3
火
曜
日
午
後
1
時

1
午
後

3
時

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
】

O
第

3
金
曜
日
午
後

1
時

1
午
後

3
時

【
H
T
L
v
l
1
抗
体
陽
性
者
相
談
】

O
月

1
金
曜
日

午
前
9
時

1
午
後
4
時
叩
分

【
女
性
の
健
康
相
談
】

O
第
3
木
曜
日
午
後
4
時

1
午
後
5
時

【
思
春
期
健
康
相
談
】

O
第
4
木
曜
日
午
前
山
時

1
午
後
4
時

【ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
】

O
第

3
水
曜
日

午
後
O
時
叩
分

1
午
後
1
時
叩
分

対
象

就
学
前
児
童

(
1
1
6
歳
)

内
容

歯
科
検
診
、
歯
み
が
き
指
導
、
フ
ツ

化
物
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

献

血

の

お

知

ら

せ

2
月
の
献
血
実
施
日
・
場
所
な
ど

に
つ
い
て
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

8
@
0
3
1
0
 

着

824-4419 

8 52-1111 

8 34-2307 

寄託

図書館(大洲)

長浜図書館

肱川図書館

図
書
館
(
大
洲
地
区
)

2
日
生
涯
学
習
講
座

古
文
書
解
読
講
座

「大
洲
・
新
谷
旧
記
」

講

師

芳

我

一
章
先
生

期
日

2
月
幻
日
(
水
)

時

間

午

前
9
時
初
分
1
午
前
日
時
初
分

場
所
大
洲
市
立
図
書
館

4
階

2
日
の
新
着
図
書
家
内

小
学
生
が
夢
中
に
な
る
本
高
山
智
津
子
著

た
ま
ひ
ょ
名
づ
け
大
百
科

ベ
ネ

ツ
セ
コ

l
ポ
レ

l
シ
ヨ
ン

冥

途

の

お

客

佐

藤

愛

子

著

ひ
ろ
ゆ
き

子

ど

も

が

危

な

い

!

江

原

啓

之

著

警
視
庁
・
特
殊
部
隊
の
真
実
伊
藤
鋼
一
著

頑
張
ら
な
く
て
も
で
き
る
介
護

山
崎
え
り
子
著

公
正
証
書
の
作
り
方
と
活
用
法

宮
崎
好
贋

・
安
斉
勉
著

判
例
六
法
平
成
口
年

版

有

斐

閣

指
定
管
理
者
制
度
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

地
域
協
働
型
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会
編

読
み
が
た
り
愛
媛
の
む
か
し
話

愛
媛
県
教
育
研
究
協
議
会
編

薬
と
食
品
の
食
べ
合
わ
せ
ガ
イ
ド

山
本
弘
人
著

偽
り
の
種
子

J
-
M
・
ス
ミ
ス
著

元

気

酒

渡

遺

修

著

ナ
チ
ユ
ラ
ル
素
材
で
か
ん
た
ん
除
菌
&
殺
菌

佐
光
紀
子
著

フ
ェ
ン
ス
&
ゲ
l
ト
手
作
り
ア
イ
デ
ア

学
習
研
究
社

何

歳

の

百

姓

道

楽

井

原

隆

二
者

花

仮

屋

崎

省

吾

の

世

界

平

凡

社

女
心
を
つ
か
ん
で
動
か
す
野
田
義
治
著

松

本

零

土

画

集

松

本

零
士
著

ハ
ル
シ
オ
ン
・
デ
イ
ズ

鴻

上

尚

史

著

バ
ツ
彼

小
松
江
里
子
著

異

邦

人

の

夜

梁

石

日

著

庭

の

桜

、

隣

の

犬

角

田

光

代

著

花

月

夜

締

語

岩

井

士

山

麻

子
ほ
か
著

2
0
4
6

百
瀬
し
の
ぶ
著

あ
き
ら

震

災

列

島

石

黒

耀

著

さ
そ
う

サ

ン

ネ

ン

イ

チ

ゴ

笹

生

陽

子

著

は

つ

の

せ

い

漆

黒

の

王

子

初

野

晴

著

玉
ね
ぎ
コ

ロ
リ

ン

海

老

名

香

葉

子

著

「
話
し
て
考
え
る
」
と
「書
い
て
考
え
る
」

大
江
健
三
郎
著

ラ
ブ
レ
タ

ー

ォ

・
ス
ヨ
ン
著

獄
中
記
煉
獄
篇

J

・
ア
l
チ
ャ

l
著

魔
術
師
(
イ
リ
ュ

l
ジ
ヨ
ニ
ス
ト
)

J

・
デ
ィ

l
ヴ
ァ

l
著

0
0
7
/
フ
ァ
ク
ト
・
オ
ブ
・
デ
ス

R
・
ペ
ン
ス
ン
芸
]

18一一一
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I坂の上の雲jに隠

された歴史の真実

福井雄三著

日
本
人
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
名
著

「
坂
の
上
の
雲
」
。
し
か
し
、
そ
の
史
実
の

捉
え
方
に
は
思
い
違
い
が
な
い
か
?
日
露

戦
争
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
等
、
明
治
以
降

日
本
が
戦
っ
た
戦
争
を
取
り
上
げ
、
そ
の

虚
像
と
実
像
を
挟
り
出
す
こ
と
で
日
本
の

近
代
を
問
い
直
す
。

¥
新
昔
一
石
本
は
、
月
始
め
に
ま
と
め
て
/

/
新
着
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い
ま
す
。
」

〔
休
館
日
〕

毎
週
月
曜
日
・

2
月
日
日
・

幻

口凶
長
浜
図
書
館
(
長
浜
地
区
)

美
し
き
日
々
(
上
・
下
)
ユ
ン

・
ソ
ン
ヒ
著

水
彩
画
冬
の
ソ
ナ
タ
の
風
景
を
描
く

金
在
烈
他
上
野
博

全
体
構
成

庭

の

桜

、

隣

の

犬

角

田

光

代

著

間

宮

兄

弟

江

園

香

織

著

ラ
ス
ト
ド

リ

ー

ム

志

水

辰

夫

著

夏

の

名

残

り

の

蓄

積

思

田

陸

著

も
も
こ
の
叩
年
代
手
帖
さ
く
ら
も
も
こ
著

ス
カ
ー
フ
・
ス
ト
ー
ル
・
マ
フ
ラ
ー
の
結

び

方

和

田

陽

子

監

修

風
邪
を
ひ
か
な
い
く
ら
し
の
智
恵
(
最
新

版

)

高

橋

昭

雄

著

失
敗
し
な
い
医
者
え
ら
び
日
経
メ
デ
ィ
カ
ル
編
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宮

齢

制

谷

+
〈

信

若

沼

噺

院

院

院

科

E

医

医

器

E

6
ヰ
7

4

6

5

6

景

8

斗

臼

村

市

町

日
目

病

幻

医

M
即
時

1
4
討

5
け

3

0

2

M

o

外
一
再
一
砂
一
守
一
ヒ
一
宇
一

I

3
整

1

ぉ
1
4
!
ょ
l
内

i

民

2
村

2
う

乞

伝

乙

保

2

菊

倉

石

包

ご

公

石

倉

村

公

久

宮

門

口

門

口

門

口

門

口

口
μ

ロM

ロμ

ロハ【

3

3

0

7

 

，R

T
h

q

L

今

ι

同

門

同

一

円

同

門

同

月

内

4

η
ζ

η
4

弓

L

院 (長浜)

院 (常磐町)

2月"日住)

制
の
知
ら
芭

ペ
イ
オ
フ
解
禁
の
範
囲
が

拡
大
さ
れ
ま
す

平
成
口
年
4
月
以
降
は
、
当
座
預
金

や
利
息
の
つ
か
な
い
普
通
預
金
は
「
決

済
用
預
金
」
(
※
)
と
し
て
全
額
保
護

さ
れ
、
定
期
預
金
や
利
息
の
つ
く
普
通

預
金
な
ど
は
、

-
金
融
機
関
に
つ
き
預

金
者
l
人
当
た
り
、
元
本
1
千
万
円
ま

で
と
そ
の
利
息
が
保
護
さ
れ
ま
す
。
具

体
的
に
ど
の
預
金
が
「
決
済
用
預
金
」

に
該
当
す
る
か
な
ど
の
詳
細
は
、
金
融

機
関
の
窓
口
な
ど
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
決
済
用
預
金
は
、
「
無
利
息
、
要
求

払
い
、
決
済
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
さ

る
こ
と
」
と
い
う
3
用
件
を
満
た
す

も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

四
国
財
務
局

8
0
8
7
・
8
3
1
・
2
1
3
1

E.~Æ'豆tlß'ヨl
曜日によって救急当番病院は変わ

ります。昼間・夜間の急患など、ご
相談は、その日の当番病院まで。

市立大洲病院 (西大洲)
ft 24 -21引

加戸病
ft 24 -5101 
大洲記念病院 (徳森)
ft 25 -2022 
大洲中央病院 (東大洲)
ft 24 -4551 

院 (若宮)

月・火曜日

日

日

曜

曜

水

木

県
政
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
に
つ
い
て

愛
媛
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
県
政
へ
反
映
さ
せ
る
た
め
、
県
政
に

対
し
て
建
設
的
な
ご
意
見
・
ご
提
言
を

い
た
だ
く
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

募
集
人
員

6
人
以
内
(
市
内
全
域
)

任
期

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
四
年
3
月

白
日
ま
で

応
募
資
格

県
内
に
住
む
初
歳
以
上
の

人
(
公
務
員
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
経
験
者

を
除
く
)

応
募
方
法

「
県
政
モ
ニ
タ
ー
応
募
用

紙
」
(
市
町
・
県
の
施
設
に
設
置
)
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
八
幡
浜
地

方
局
総
務
調
整
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

選
考
の
結
果
は
、
全
員
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

応
募
締
切

2
月
お
日
(
月
)
当
日
必
着

問
い
合
わ
せ
先

八
幡
浜
地
方
局
総
務
調
整
課

8
0
8
9
4
・2
2
・4
1
1
1

天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
の
防
止

金~日曜日

ー
な
ぜ
、
天
ぷ
ら
油
で
火
災
が

起
こ
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
1

天
ぷ
ら
油
に
よ
る
火
災
は
、
天
ぷ
ら

を
揚
げ
て
い
る
と
き
に
、
来
客
や
電
話

な
ど
の
対
応
な
ど
で
、
台
所
を
離
れ
た

ち
ょ
っ
と
し
た
す
き
に
発
生
し
て
い
ま

す
。
天
ぷ
ら
油
は
、
約
3
6
0
度
の
高

温
に
な
る
と
、
発
火
温
度
に
達
し
て
自

然
に
燃
え
出
し
ま
す
。
台
所
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
コ
ン
ロ
の
火
を
消
す
習

慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

燃えます、
3 
6 
0 
OC 

天ぷら油

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

ー
公
庫
融
資
を
ご
返
済
中
の
皆
さ
ん
へ

1

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
融
資
の
ご
返

済
で
お
困
り
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
安

心
し
て
今
後
の
ご
返
済
を
継
続
で
き
る

よ
う
に
、
返
済
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
と
の
ご
相
談
に
よ
り
、

返
済
期
間
の
延
長
な
ど
お
客
様
の
状
況

に
応
じ
た
返
済
方
法
の
変
更
に
も
柔
軟

に
対
応
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
在
ご

返
済
中
の
金
融
機
関
か
住
宅
金
融
公
庫

四
国
支
店
ま
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
宅
金
融
公
庫
四
国
支
庖

8
0
8
7
・
8
2
5
・
0
5
1
4

生

徒

募

集

今
治
精
華
高
等
学
校
通
信
制
課
程

出
願
資
格

V
中
学
校
を
卒
業
し
て
い
る
人
V
中
学

校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
と
認
め

ら
れ
る
人
V
現
在
高
等
学
校
に
在
籍
中

(
休
学
含
む
)

V
高
等
学
校
を
中
途
退

学
し
た
人
な
ど

前
期
出
願
期
間

2
月
日
日
(
水
)
1
4
月
日
日
(
金
)

後
期
出
願
期
間

9
月
1
日
(
木
)
1
9
月
初
日
(
金
)

問
い
合
わ
せ
先

今
治
精
華
高
等
学
校

包

0
8
9
8
・
3
2
・
7
1
0
0

ホ
ー
ム
ペ
l
ジ

z
g
~
~
g
g
d
E
B白
日
)
印
コ

mgw白
-R-s~

編

集

後

記

新
し
い
大
洲
市
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

日
し
た
。
大
洲
市
の
叩
年
後
、
初
年
後

日
の
姿
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

.
で
し
ょ
う
か
。
少
子
高
齢
化
、
環
境
、

日
災
害
な
ど
の
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま

U

す
。
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
て
解
決
し

…
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
!

。
旧市町村の納期です。)

税 J.JlJ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

市 県 民 税(5期) l期 2期 3期 4期 5期

固定資産税(5期) 1期 2期 3期 4期 5期

軽自動車税(全期) 全期

国民健康保険税(9期) l期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

介護保険料 (9期) 1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 9期

平成 17年度市税などの納期一覧(平成 17年 3月末までは、
大洲市内の交通事故

12月末
昨年同期

現在

件 数 301 321 

負傷者 393 411 

死 者 5 7 

一一ー 19



都道府県富挙琶哩霊員芸陸自芸芸長賞

大洲市立喜多小学校 2年井上 {有香

県富査

佳

大洲市立新谷小学校4年

井野千尋

iτ λ 選

大洲市立大l:]>H小学校 6年

長谷克樹

λ 選

大洲市立肱東中学校 3年

松井晴佳

大
洲
の
野
阜
市

肋ー

ホ
オ
ジ
ロ

{
頬
白
)

ス
ズ
メ
目
ホ
オ
ジ
ロ
科

全
長
打
向
ン

は
じ
め
に

豊
か
な
里
山
が
残
る
山
村
部
か
ら

盆
地
、
ま
た
、
海
岸
部
に
い
た
る
新

大
洲
市
で
、
約
2
0
0
種
以
上
も
の

野
鳥
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
近

に
住
ん
で
い
る
野
鳥
を
通
し
て
、
自

然
や
環
境
を
読
み
取
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

新
大
洲
市
で

一
番
ど
こ
で
も
見
れ

る
鳥
と
い
え
ば
、
こ
の
ホ
オ
ジ
ロ
だ

と
思
い
ま
す
。

こ
の
地
方
で
は
ヤ
マ
ス
ズ
メ
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ジ
ュ
ウ

カ
ラ
の
こ
と
を
ホ
オ
ジ
ロ
と
呼
ぶ
地

域
も
あ
る
よ
う
で
す
。
畑
の
隅
や
ア

シ
原
な
ど
で
、
-
年
中
見
る
こ
と
が

で
き
、
春
先
に
は
高
い
と
こ
ろ
に
と

ま
り
、

一
昔
前
は
早
口
で

「一

筆、

啓
上
つ
か
ま
つ
り
そ
う
ろ
う
」
現
代

版
「
サ
ッ
ポ
ロ
ラ
ー
メ
ン
、
み
そ
ラ
ー

メ
ン
」
と
1
時
間
に
6
0
0
回
以
上

も
さ
え
ず
り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
全
土
で

一
番
観
察
さ

れ
て
い
る
鳥
で
も
あ
り
ま
す
。

ベ

58人....................j 
| 発行:大淵市役所編集:総務課 干~・大淵市大淵~・~

| 洲市公式ホームページ http://www zu.eh i me.jpl 

死亡29人出生20，111世帯世帯数
合計 52，412人
男 25，012人

女 27，400人
人口大淵市民の動き

(平成16年12月31日現在)
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